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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『愛』ってなんだろうと思っていた。

　人はそのために涙なみだを流したり笑ったり、時には人を殺あやめたりすらするらしい。

　そんな『情熱』を『愛』というそうだ。

　人によっては、そんなものに振ふり回されることを愚おろかだと言うが、木き崎ざき奈な津つは、そうは思わなかった。

　むしろ羨うらやましいと思う。

　そんな衝しよう動どうや、熱さが、いつか自分のなかにも生まれるのだろうか。

　あるいは他人のその熱さが、この身を焼く日がくるのだろうか。




　今はとても、そんな奇き跡せきは起こるとは思えないけれども。













「奈津、お食事できたわよ。いらっしゃい」

　ノックの後、顔をだした母親が、優やさしい口調でそう言った。

「うん」

　のろのろと返事をした奈津は、勉強机の上のノートと教科書を一いつ旦たん閉じると、デスクライトの電源を切った。勉強中だけかけている眼鏡めがねも外す。日が長くなってきているのか、夕刻にも拘かかわらず、まだ窓の外はほんのりと夕焼けの明るさに満たされている。

　夕方は苦手だ。何な故ぜかわからないけれども、寂さびしい気持ちになる。窓の外から犬の吠ほえる声が聞こえる。まるで何かに追い立てられるような気持ちになる声だった。

　日が落ちる。帰らなきゃ。家に帰らなきゃいけない。闇やみに喰くわれてしまう。帰り道がわからなくなってしまう。

　そんなことを、ふと耳元で囁ささやかれているような錯さつ覚かくに奈津は陥おちいり、首を数度横に振った。

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　奈津はもう家にいるのに。ここ以外、どこにも行く場所などない。

　────たとえどんなに息苦しくとも、奈津の居場所は、ここしかない。

　自室のドアを開けると、妹の歓かん声せいが聞こえた。どうやら今日の夕食は二人の好物らしい。

「美お味いしそうね」

「たくさん食べなさいね」

　由ゆ美み子こは娘むすめに向かって優しく微ほほ笑えんで、そう言った。

　妹の愛まな美みは十四歳になる。奈津と同じ真っ白な肌はだに、華きや奢しやな身体からだつきをした可か愛わいらしい少女だ。生まれたときから病弱な彼女は、両親の溺でき愛あいと庇ひ護ごのもと、さながらショーケースに大事に飾かざられた人形のようにして育った。医者には十歳まで生きられるかどうかといわれていた彼女が、どうにかここまで生き長らえてきたのは、ひとえに家族の熱心な献けん身しんと、その財力のお陰かげであったろう。

　奈津にはさらに楓ふう子こという姉がいるが、彼女はこの春に短大を卒業すると同時に嫁とついでしまい、今はアメリカで証券アナリストの夫とともに暮らしていた。

「奈津も早く座りなさい。ほら、グラタン。奈津も好きでしょう？」

　そう言った覚えはないが、由美子は奈津がグラタンが好物だと頑かたくなに信じているらしい。それはむしろ愛美のほうだと奈津は思うが、あえて訂てい正せいする気にもなれなかった。

　母親がそう思うことで幸せな顔をしているなら、それでいいのだ。

「……父さんは？」

「少し遅おそくなるそうよ。会議なんですって」

「そう……」

　奈津は頷うなずくと、愛美の正面の椅い子すに座った。花はな柄がらのランチョンマットの上に、温かな湯気をたてるグラタンとサラダが用意される。

「いただきます」

　奈津はそう言うと、フォークを手にとった。しかしその先せん端たんは、徒いたずらにグラタンをつつきまわすほうが多かった。

　奈津は極きよく端たんな少食で、身長も体重も十七歳の平均を下回っていた。手足も細く、手首などは折れてしまいそうだと、よくクラスメイトにからかわれる。

　理由は自分でもよくわからないが、とにかく奈津は、食べるということが苦手なのだ。

　とくにこうして、家族で同じテーブルを囲んでいる時、余計に奈津は食欲が落ちる自分に気づいていた。

「そうそう、奈津、貴方あなたもう用意はできたの？」

「うん」

　由美子が愛美の分のグラタンを小分けにして冷ましてやりながら尋たずねるのに、奈津は頷いた。

「そう。貴方は一人でちゃんとできるから、お母さん助かるわ」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだから、お母さんたちも気をつけて」

「ありがとう」

　由美子は微笑んだ。

　明日から、彼ら家族はばらばらになる。

　といっても、奈津だけが東京に残り、他ほかの家族は父親の長期夏季休きゆう暇かを利用して、愛美の静養のために軽かる井い沢ざわに向かうのだ。

　去年までは奈津もこの毎年の行事に参加していたが、高校三年生の今年は受験のためもあり、東京に残ることになった。勿もち論ろん、いくらしっかりしているといっても、未成年の奈津を一ヶ月近く一人暮らしさせるわけにもいかず、その間、ある人物のもとに彼は預けられることになっていた。

「中なか里ざとさんにはお母さんも明日ご挨あい拶さつするけど、くれぐれも心配をおかけしないようにね。勿論、奈津なら大丈夫だって、お父さんもお母さんも信用してるけど」

「うん。……わかった」

　中里玲れい一いちという人物のことは、奈津はあまりよくは知らない。

　ただ……なんだか、不思議な人だと思っていた。

　中里は奈津の姉、楓子の夫の弟で、現在は東京で一人暮らしをしている。

　最後に会ったのは、楓子の披ひ露ろう宴えんの時だ。

　優ゆう秀しゆうと誉ほまれ高くプライドも高い姉は申し分のない完かん璧ぺきな花はな嫁よめで、その彼女が捕つかまえた花はな婿むこはいかついいかにも男性らしい風ふう貌ぼうをしていた。そして、双そう方ほうの収入の高さをひけらかすような演出もまた完璧で、つまるところ全く退たい屈くつな披露宴だった。

　内心飽あき飽あきした奈津は、二人の演出過多のなれ初そめビデオの上映中にこっそりと式場を抜ぬけ、ロビーへと逃にげ出した。そこに先に座っていたのが、中里だったのだ。

　中里は兄とはあまり似ていない、線の細い美形だった。詳くわしくは知らないが、自由業をしているということで、肩かたに届くほどの黒くろ髪かみを一つに結び、右手の中指にはシンプルなシルバーリングが光っている。慶けい弔ちよう用のどうっていうことのない黒いスーツに白のネクタイという姿であるにも拘かかわらず、モデルかなにかのようにその姿は絵になっていた。

「……君も飽きちゃったの？」

「……あ、いえ……ちょっと、お手洗いにいこうかと思って」

「本当に？」

　くすりと笑った中里の薄うすい色がついた眼鏡の下の瞳ひとみは、驚おどろくほど澄すんでいて、奈津は瞬しゆん間かん息を吞のんだ。

　どんな噓うそも見抜かれて、自分の殻からもなにもかもはぎとられ、裸はだかで彼の前に立たされているような気がした。

「…………ちょっと、疲つかれ、て」

　奈津はそう素す直なおに答えると、中里の勧すすめに従って、隣となりに腰こしを下ろした。

「……煙草たばこ、吸わないんですね」

　大たい概がいこういうとき、オトナはいつも煙草を吸っている。そんな先入観がある奈津がそう尋ねると、中里は細い顎あごに長い指をかけ、じっと奈津を再び見つめた。

「煙草は吸わないことにしてる」

「……健康のためですか？」

「いいや。……規律、かな。自分自身への」

「？」

　中里は悪戯いたずらっぽく笑うと、ポケットに指を忍しのばせ、からからと音をさせて小さなミントの箱を取り出した。

「それに、俺はこっちのほうが好き。食べる？」

「あ……頂きます」

「ひとつでいい？」

「はい」

　奈津の薄い手のひらの上に、白いミントがひとつ転がり落ちる。見ると、中里は一度に三粒つぶを口中に放り込んでいた。確かパッケージは青色の一番辛からいものの筈はずだった。好きというのは、本当らしい。

「これも中毒になるっていうんだけどね」

「そうですか……」

「奈津くんは」

「はい？」

「中毒になるほど好きなものってないでしょ？」

　いきなり言い当てられ、奈津はうろたえる。

　また、あの瞳。

　心臓がどきどきする。他人といて、こんなに自分が不安になったり、頼たより無く思えるのは初めてだった。

　奈津は賢かしこい子とよく言われたし、自分でもそう馬ば鹿かではないと思っている。どんな大人に対しても、礼れい儀ぎ正しく、それなりに自信をもって振ふる舞まうことができた。それゆえに、「可か愛わいげがない」と言われることすら、しばしばだったのだ。

　何者も、奈津の目に見えない線を越こえて来ることはできなかった。たとえ、家族だとしても同じことだ。どこか遠く、さめた目で彼らを奈津は見ていた。

　けれども、中里は違ちがう。奈津は彼に対して、ひどく無防備な自分に気づいていた。なのに、中里のことを奈津は拒こばめず、観察することもできない。

　しかしだからといって、中里に対して不快や恐きよう怖ふといった感覚もない。……ただ、あえていうなら、不安になるだけだ。

　まるで何も戦う術すべをもたない子供のような気持ちになるだけなのだ。

「……ええ、とくに、は。今は受験もあるし……」

「受験がなくても、昔からずっとなんじゃないの？」

　また、図星だった。

　ひどく心が揺ゆれる。それを抑おさえるだけで、奈津には精せい一いつ杯ぱいだった。

「…………いけませんか？」

「ううん。いけなくなんてないよ」

　突とつ然ぜん、ふわりと中里は微ほほ笑えんだ。そして奈津の頭を撫なでる。

「奈津くんが今そう感じているなら、それでいいんだよ。誰だれも君の『感情』を責める資格なんてないんだから」

　暖かい微笑み。

　笑え顔がおに温度があると、これほど強く奈津は感じたことはなかった。

　奈津の黒髪に絡からむ長い指先と手のひらも、同じようにほんのりと暖かかった。

　探しにきた親しん戚せきの声に、中里の手が離はなれたとき、すっと感じた冷たさが、奈津の胸を締しめ付ける。

　こんな風に、頭を撫でられるなんていう子供扱あつかいを、久しく奈津は受けたことがなかったせいもあったかもしれない。けれども確かに今、奈津は、ずっと彼にこうして撫でていて欲しいと願っていたことに気づいた。

「じゃあね、奈津くん」

「……さようなら」

　中里と二人きりで言葉を交かわしたのは、それきりだ。

　しかし、父母に東京で残る間、中里の家に預けられることになったと聞いた時、奈津は反対しなかった。

　両親からの言いつけに反発することなぞ滅めつ多たにない奈津なので、それを彼らは欠片かけらにも不思議と思っていないだろうが、奈津は彼の名前を父親の口から聞いた時から、再び自分の心臓が、確かに大きく動く音を聴きいた気がした。

　どくん、どくん、どくん、と。

　普ふ段だんはまるで死んでいるかのように静かで存在を示さないその器官が、強く存在を奈津に思い知らせる。

　それはだんだん強く激しくなり、いよいよ明日に迫せまった今、奈津はますます、その拍はく動どうをリアルに感じていた。

　部屋に戻もどり、荷物を確かめながら、ふと奈津は窓まど際ぎわに置いたオブジェに目をとめる。

　それは、クリスタルでできたハトだ。中里と会ってから暫しばらくして、ふと店先で目を奪うばわれて、衝しよう動どう的に買い求めてしまった。

　クリスタル、と、翼つばさ。それが、中里のイメージだった。

　本当はハトではなくて、もっと力強い鳥のような気もするのだが、奈津の財さい布ふではこれが精一杯だったのだ。

　奈津の家はおそらく世間一いつ般ぱんでいうところの金持ちの部類だが、未成年である彼が自由にできるお金がそれほどあるわけでもない。

　小さなそれを握にぎり締めると、冷たく硬かたい感かん触しよくが手のひらを刺さした。

　────クリスタルは、いくら暖めても、熱くはならない。

　その意味では、中里よりもむしろ奈津のほうが、その鉱石に近いのかもしれない。

　それとも、ひょっとしたら中里も、奈津とどこか似たところがあるのか。

　今はまだわからない。しかし、いつになく確かにその存在を示す、心臓が、奈津に何かの予感を報しらせていた。

「なかざと、れいいち……さん」

　呼びつけないその名前は、奈津の舌の上で、食べなれない砂糖菓が子しのようにゆっくりと溶とけていった。













　夏の陽ひ射ざしは容よう赦しやなく厳しい。

　じっと立っているだけで眩暈めまいがするほどの熱気に、奈津は小さくため息をついた。

　家から駅前までの距きよ離りは十五分ほどだが、目的地が近づくにつれ、人やバスが増え、熱気と排はい気きガスで嫌いやでも気が滅め入いる。夏祭りの準備なのか、街灯ごとに下げられた商店街の名前入りの安っぽい提ちよう灯ちんとプラスチックの桜の花が、べったりと青く塗ぬられた空の下で寒々しいほどに賑にぎやかに見えた。

　アスファルトの地面に落ちている影かげはどこまでも深い闇やみ色をして、白い陽射しとのコントラストが目に痛いほどだ。

　南国の人間は、影を黒く塗るのだという。

　いつか美術の授業中に教師から聞いたそんな言葉を、不意に奈津は思い出した。

　強い光があればあるほど、その影は暗く濃こくなるのだ。

　首の後ろがじっとりと汗あせばんで嫌な感じがする。奈津は少しだけ歩みを速めた。書店につけば、クーラーがある。少しでも快適な環かん境きように早く辿たどりつきたかった。

　中里は今日の午後に家に来ることになっている。その前に、奈津は必要な参考書を買うために出かけてきていた。予備校に通うつもりはなかった。奈津の成績ではそれほど必要とも思われなかったし、進学校である彼の学校は予備校に通う暇ひまもないほどの補習を用意してくれていたからだ。

「あれ、木崎？　偶ぐう然ぜんだなぁ」

　ようやく書店に辿りつくと、冷たい空気とともに、聞きなれた声が奈津を出で迎むかえた。

　同級生の、高たか井い新あらただった。

　新は奈津にとっては、数少ない友人であり、私立ゆえに生徒の住む地域はばらばらの学校でありながら、珍めずらしく最も寄より駅が同じ人物だった。

　とはいえ、身長が一六〇センチにみたず、ガリガリに瘦やせている奈津と、一八〇近く、見るからにスポーツマンの逆三角形体型をした新は、ひどく対照的だ。親しげに二人が話していると、どうしても好こう奇きの視線を集めてしまう。

「参考書買いに来たのか？」

「うん。……高井も？」

「まぁな。漫まん画がも買ったけど」

　新はそう言って、白い歯を見せて笑った。すでに浅黒く焼けた肌はだとのコントラストが、一いつ瞬しゆん先ほどの光景を奈津に思い起こさせる。

「……高井、焼けたな」

「そりゃ、俺は部活があるから。それに、ガキどもとも遊んでるしさ。あ、でも、勉強しなきゃって思ってはいるんだぜ？」

「高井はそれでいいんじゃないか？　無理しなくて」

　奈津は高井を見上げて、微笑んでみせた。新はその言葉に「そっかな」と言いながら、子供のような笑顔になる。

「それに、魔ま法ほうでもなきゃ、もうそれ以上頭よくなんないって」

「ひでぇな」

　新は水泳部の特待生だった。そのため勉学はそれほど得意ではなく、手を焼いた教師が奈津に勉強を教えてやってくれないかと頼たのんだのが、二人が話したきっかけだった。

　新の家はこの商店街の小さな豆とう腐ふ店だった。三人の弟てい妹まいたちの世話をよく見る、明るくて素す直なおな男だ。爽さわやかな好青年と専もつぱらの評判で、女子からの人気も高い。

　だが、本当をいうと、奈津の両親は新を好いてはいなかった。『家のレベルが違ちがう』と、真ま面じ目めな顔で言い切られた時、奈津はひどく傷ついたのを覚えている。……勿もち論ろん、両親はそんな奈津の感情には気づいてはいないだろうが。

　彼らは優ゆう秀しゆうで美しい姉と、病弱な妹にかかりきりだった。奈津は長男にも拘かかわらず、与あたえられたのは『後あと継つぎ』という期待だけだった。奈津が全力で頑がん張ばっても、『楓子ができたんだから、それくらいはできて当然だ。男の子なんだから、もっと頑張りなさい』といつも言われた。『奈津に期待してるのよ』そう言いながら、母の視線はいつも妹にあった。

　そして、父は姉がお気に入りだった。出かけるときも、まるで妻の代わりのように何ど処こへでも連れ歩き、片時も離さなかった。姉が中里の家に嫁とつぐということも、半ば父が決めたことだ。

　そんななかで、奈津の存在はまるで空気のようだった。それでも反はん抗こうしたり、グレることはなかったのは、それすらもできないことを知っていたからだ。

　小学生の低学年の頃ころ、一度だけ、奈津は家出をした。

　母と二人で出かけるはずだった映画の約束を、突とつ然ぜん反ほ故ごにされたからだ。理由は、愛美が熱をだしたから。それはなにも初めてのことではない。だからこそ、今度こそ絶対、と、何度も言って約束をしたはずなのだ。そのために手伝いだって、勉強だって、奈津はどれだけ頑張ったかわからない。

「奈津は我が慢まんできるわよね」

　そうあっさりと言われ、奈津は口く惜やしさを堪こらえながら、こっそりと家を飛び出した。

　両親が探しに来てくれることを願って。そして、怒おこられることを望んで。

　────けれども、彼らは探しに来なかった。

　夜近くなり、どうしてもお腹なかがすいた奈津は、叱しかられることを覚かく悟ごで家に帰った。

「あら奈津。お外にいたの？　愛美ちゃん、お熱下がったわよ。よかったわね」

　母親はそう言うと、嬉うれしそうに笑った。

　奈津は、家にいないことすら、気づいてもらえなかったのだ。

「あら、いたの。あんた、声くらいだして歩きなさいよ。いるんだかいないんだかわかりゃしないわ」

「それはいいな。おい、奈津。お姉ちゃんがいいアドバイスくれたぞ」

　そう言って、父と姉は笑っていた。彼らにしてみれば、他た愛わいのないジョークなのだろう。

　しかしその言葉は、まだ幼い奈津の心を深く傷つけるには充分だった。

　それから、二度と奈津は、家出をしようとは思わなかった。抵てい抗こうすることすらやめた。

　存在そのものを消されてしまうくらいなら、従順に振ふる舞まうしかなかったから。

「木崎？」

　ぼうっとしてしまった奈津を訝いぶかり、新の手が奈津の薄うすい肩かたを揺ゆさぶった。驚おどろきに、奈津はまばたきをし、新を見上げた。

「あ、ごめん。ちょっとぼうっとしてた」

「貧ひん血けつか？　だから言ってんだろ。もうちょっとちゃんと飯食えって」

「食べてるよ」

　奈津は笑うが、新は一つも納なつ得とくしてない表情で腕うで組みをした。Ｔシャツの袖そでから覗のぞく鍛きたえられた腕は、奈津とふた回りほど違いそうだった。

「あ、そうだ。俺、暫しばらく家にはいないから。携けい帯たいは通じるけどさ」

「旅行でも行くのか？」

「ううん。ちょっと……親しん戚せきの家に行くことになって。家族は軽井沢に行くんだけど、ほら、俺まで一いつ緒しよに遊んでられる場合じゃないだろ？」

「……いいのかよ」

　そう言った新は、何な故ぜか自分のほうが泣き出しそうな表情をしていて、奈津はふと嬉しくなった。

「仕方ないだろ、受験なんだから」

「でも、だったら、一緒に東京にいたっていいだろ？　お袋ふくろさんか親おや父じさんか、どっちかだけでもさぁ……」

「何言ってんだよ。もう高三だってのに、親がいないからって泣くわけないじゃん。それとも高井はそうなわけ？」

「違うけどよぉっ！　でも、なんか……うまく言えないけど、なんか、変だぞ、それ」

「変じゃないんだよ」

（……俺の家ではね）

　奈津は心の中でそう呟つぶやくと、新に笑ってみせた。

　上う手まく笑えている自信はちゃんとある。時折鏡で練習しているくらいなのだから。

「木崎……あのさ、なんか困ることとかあったら、いつでも電話くれよ。それにさ！　いくら受験つったって、高校最後の夏休みなんだしさ！　時々は遊びに行こうぜ!?　な？」

「高井、声でかいって……迷めい惑わくになるだろ、店の」

　奈津の肩を抱だいて熱弁を振ふるう高井に苦く笑しようしつつ、奈津は頷うなずいた。

　その時だった。

「奈津くん、見つけた」

　不意に背後から抱き寄せられ、奈津は息を吞のむ。

　奈津の小さな身体など、彼の腕のなかにすっぽりと収まってしまう。

　その声も、手のひらの熱にも、奈津は確かに覚えがあった。

「中里……さん？」

「あたり」

　突然現れたサングラスに長ちよう髪はつの男の姿に、高井はあからさまに胡う乱ろんな目つきをした。

「誰だれ？」

　高井に尋たずねられ、奈津が口を開くより先に、中里は答えた。

「今日から、奈津くんの代理保護者になる、中里玲一というものです」

　丁てい寧ねいな口調だが、端はし々ばしに大人の余よ裕ゆうのようなものが感じられるような口ぶりだった。ようやく腕から解放された奈津は、改めて中里を見上げる。

　あの瞳ひとみは、今はサングラスのお陰かげで直じかには見えない。そのせいか、前よりは奈津は幾いく分ぶん落ち着いた気持ちでいられた。

　でも、奈津の心臓は、本物の玲一の前で確かに反応を示していたのだけれども。

「俺は高井新。木崎のダチです。俺んち、この近くで豆腐店やってんですけど、すっげー美う味まいですから、よろしく」

「商売上手だね」

　くすくすと玲一は笑った。

「あの……どうして、ここが」

「ん？　お母さんに聞いた。荷物はもう乗せちゃったから、後は君を運ぶだけなんだけど」

「そうなんですか？　あ、すみません、すぐ行きます！」

　奈津は慌あわてて参考書の棚たなに行くと、目当ての赤い本を摑つかみ、レジで精算を済ました。その間、新と中里はとくに話を交かわさないまま、奈津を待っていた。

「じゃあな、木崎。いつでも電話しろよ」

「ああ。またな」

　短い挨あい拶さつを交わすと、奈津は中里と連れ立って、書店を出て行った。

「彼女もってかれちゃったね、新ちゃん」

　残された新に話し掛かけてきたのは、同じ商店街のクリーニング店のおばさんだった。

「彼女じゃねーって。おばちゃん。あいつは男！」

「へぇ。男の子なの？　それにしちゃえらく可か愛わいいし、ちっちゃくて細ほっそい子ねぇ。ちゃんとご飯食べてるのかしら？」

「さぁ……」

「それに、あんたがあんまり残念そうにするから、てっきり彼女だと思ったのよ。やぁねぇ」

　おばちゃんはそう言うと、からからと笑って新の逞たくましい背中を軽く叩たたいた。

「残念っていうか……なんか、あんまり俺、さっきの奴やつ好かないだけだよ」

　初対面でこんな風に他人に思うのは、新にしては珍めずらしい。とくに何をされたわけでも言われたわけでもないのだが、ひどく癇かんに障さわったのだ。

「木崎の奴、大だい丈じよう夫ぶかな」

　新はそう一人ごちると、眉まゆ根ねを寄せた。













「久しぶりだね」

　中里の柔やわらかな声が、耳に優やさしい。テノールというのだろうか。教師とも父親とも違ちがう大人の男の声に、奈津は不思議な心ここ地ちよさを感じていた。

　中里の車は、青の国産車だった。車内はきちんと整せい頓とんされていて、中里が煙草たばこを吸わないせいか、特有のむっとするような匂においもついていなかった。

「あの……サングラスなんてしてるから、びっくりしました」

　黒のサマーセーターに革かわパンツという出いで立たちで、ややスクエアなサングラスをかけた中里は、芸能人かなにかのようだ。髪かみは今日も邪じや魔まなのか、ゆるく後ろで縛しばっている。

「ああ、俺、ちょっと目が弱いの。だから日中はサングラスかけるようにしてるからね」

「そうなんですか……」

「奈津くんは、目はいいほう？」

「あ、ちょっと近眼です……勉強以外には、眼鏡めがねは必要ないですけど」

「そうなんだ。だからか」

　ハンドルをきりながら、一人で納得している中里に、奈津は小首を傾かしげた。

「え？」

「君、じっと人を見る癖くせがあるでしょ。はっきり見ようとするせいだと思うけど。ちょっと目なんか潤うるんでて、どきっとする」

「な、なんですか、それ……」

　中里が一いつ瞬しゆんこちらにちらりと目線をなげると、その流し目の色っぽさにぞくぞくする。まったく、それはこっちの台詞せりふだと奈津は思った。

　中里の運転は危なげなく、手て馴なれたものだった。夏休みが始まったとはいえ、お盆ぼんまではまだまだ混雑する都内の道を、泳ぐように青いプリウスは走り抜ぬけていく。

　カーステレオから流れるのは、中里の好みらしいやや古めの洋楽だった。曲名も歌手名も奈津は知らないが、なんとなく落ち着くようなメロディだ。ＣＭかなにかで流れていたのだろうか。気がつけば、奈津は歌にあわせてメロディを口ずさんでいた。

「知ってるの？」

「あ……いえ、歌ってる人とか知らないんですけど」

「エルトン・ジョン。知らないかな？　最近の若い子は」

　苦笑しながら中里が答えると、奈津は物知らずな自分が恥はずかしいような気持ちになって、慌てて弁解してしまう。

「お、俺、あんまり音楽とか詳くわしくなくて……歌か謡よう曲とかもほとんどわからないし」

　両親が聞くのは専もつぱらクラシックだ。姉はそこそこ芸能関係も詳しいようだが、奈津とは生活上の接点はほとんどないまま嫁とついでしまった。愛美のほうは、歌謡曲はおろかテレビですら滅めつ多たに見せられていないはずだ。

「好きな歌手とかタレントとかいないの？」

「興味……ないし」

　とくにこれといって趣しゆ味みや好きなものがない自分のことを、クラスメイトのほとんどは『勉強だけするつまらない奴』と捉とらえているのを奈津は知っている。気にしないのは、新くらいのものだ。

　それでいいと感じていたし、無理してあわせる必要もないと思っていた。

　しかし、今中里につまらない奴だと思われるのは、なんだか辛つらくて、奈津は目を伏ふせた。長い睫まつ毛げの影かげが頰ほおに落ちる。

　すると、そんな奈津の心を見み透すかしたようなことを、中里は不意に口にした。

「あのね、俺、君のこと好きだよ」

「…………中里、さん？」

「だから君が俺のことを好きになって、信しん頼らいしてくれると嬉うれしいな」

　こんな風に改まって、面と向かって『好き』なんて言われたのは、生まれて初めてのことだった。奈津はすっかり困こん惑わくし、なんだか頰が熱くなってきてしまう。

（赤くなってる……？　俺）

　あまりに珍しい事態に、奈津は自分で自分に驚おどろいてしまった。

「あの、俺、中里さんのこと……まだよくわからないけど、キライじゃない、です」

『好き』とは恥ずかしくて上う手まく言えなくて、返事はそんなものになってしまったが、中里は怒おこらないでいてくれた。

「うん。今のところはそれで充じゆう分ぶんだよ。……さて、もうすぐ着くよ。お待たせ」

「あ、はい」

　素す直なおに奈津は頷うなずいた。中里は信号を左に曲がると、目的地に向かって鼻歌交じりで車を走らせていく。

　その端たん整せいな横顔を見つめ、奈津はじっと隣となりのこの人物について考えていた。

　新には親しん戚せきと言ったが、正しくは彼は親戚ではない。姉の夫の弟は、姉にとっては義弟になるのだろうが、だからといって奈津と彼が義兄弟というわけでもない。

　なんとなく親戚のようで、なんとなく他人のような関係。

　年ねん齢れいも違う、環かん境きようも違う、出会ってからまだ半年で、きちんと会話をしたのは一度きり。

　それなのに、どうして中里の隣はこんなに心地いいのだろう。

　中里の言葉は、耳に心地よく、その熱は、心に温かい。

　先ほど抱だきしめられた時、びっくりはしたけど、嫌いやではなかった。

　他人から触ふれられるのには慣れていないゆえに、あまり接せつ触しよくするのは好きではないと奈津は思っていたのだが、どうやらそうでもないのかもしれない。

　頭を撫なでられて、嬉しかった。

　抱きしめられて、嫌じゃなかった。

　……何な故ぜだろう。奈津にも、わからない。

　車はマンションの地下駐ちゆう車しや場で止まった。後部座席から中里が奈津のボストンバッグを取り出し、片手に持つ。

「あ、自分で持ちます」

「いいから。じゃあ……」

　慌あわててさしだした奈津の手を、中里の大きな手が包む。

「こうしていこっか」

　にっこりと嬉しそうに笑う中里に、奈津は咄とつ嗟さに何も言えなかった。その隙すきに、中里はさっさと歩き出してしまう。慌てて、奈津も一歩を踏ふみ出した。

　子供のようで恥ずかしいとは思うけれども、奈津からはその手を振ふり解ほどくことはできなかった。くすぐったいような嬉しさが、確かにそこにあったから。

「奈津くんと俺は、気があうんだね」

　エレベーターが動き出した時、中里は突とつ然ぜんそう言った。

「え？」

「手をつないでて、気持ちいいから。手のひらっていうのはね、気が出てる場所なんだよ。怪け我がした時、手当てって言うでしょ。あれは手から出る気が、痛みを本当に和やわらげるからなんだよ」

「そう……なんですか」

「そう。それで、相あい性しようっていうのかな……そういうのがあわない人っていうのは、手をつないでてもなんとなく嫌な感じがするんだよ。だから、俺は奈津くんと気があうみたいだなって思って。奈津くんだって、気持ちいいでしょ？」

　また、色っぽい流し目でそう尋たずねられて、奈津はどぎまぎしながら、辛かろうじて頷いた。

「ありがとう」

　中里はそう言うと、ふわりと奈津の頰に軽いキスを落とした。

　頰に触れる、初めての他人の唇くちびるの感かん触しよく。チュっという小さな音が恥ずかしくて、奈津は真っ赤になってしまった。

「中里さん!?」

「さ、ついたよ」

　奈津が驚く前にエレベーターのドアが開き、中里はまたさっさと歩き出す。

（なんなんだろう、なんか……これじゃ、まるで）

　口く説どかれてるみたいだ、と、一人で思い、奈津はまた白い頰を火ほ照てらせた。

　普ふ通つうで考えればキザすぎるようなおかしな行動なのだろうけれども、それが不思議とハマってしまうのは、やはり中里が並外れた美形のせいだろう。

　女性的なわけではないのだが、見る者が『綺き麗れい』とため息をつきたくなるようなシンメトリーの顔。一ひと重えで切れ長の瞳ひとみは、長い睫毛のせいか酷こく薄はくというよりはセクシーであったし、薄うすい唇と高い鼻は、彫ちよう刻こくさながらの完かん璧ぺきさだった。

　おまけに、長い手足。ぴったりとした服装がよく似に合あう、均整の取れたスタイルは、いわゆる日本人体型とは程遠い。

「中里さんて……」

「何？」

　鍵かぎを開ける中里の背中に、奈津は思わず問い掛かけていた。

「彼女とか、いらっしゃらないんですか？　あの、俺がいて、邪じや魔まじゃないかなって……」

　その質問に、中里はサングラスを外しながら、ひどく楽しそうに笑った。

「邪魔？　そんなこと、あるわけないでしょ。彼女もいないから、安心して」

「……本当に？」

　不安そうな奈津の頰に手をかけ、中里は小首を傾かしげて尋ねる。長い髪かみが、さらりと肩かたの上を流れた。

「本当。じゃあ、俺も正直に話したから、奈津くんも本当のことを教えて。……今回のこと、どう思ってるの？」

「今回のこと？」

「俺の家に来ることになったこと。大だい丈じよう夫ぶ。お母さんたちには話したりしないよ。俺を、信じて」

　優やさしい口調とは裏腹に、中里の瞳はあの何もかもを見透かす色をしていた。クリスタルみたいだ、と、奈津が思ったあの目。

　この瞳の前では、どんな噓うそも奈津には使えなかった。

「……そりゃ、正直言えば、ちょっと複雑ですけど……でも、いつものことだし、かえって気が楽かもしれないし……」

　家族でいても空気のように無視されるなら、初めから側そばにいないほうが気は楽だ。奈津はそんな諦あきらめの表情を微かすかに覗のぞかせた。すると、中里は奈津の頭をまたよしよしと撫でて、優しく微ほほ笑えんだ。

「そうか。────寂さびしかったんだね」

　中里にそう口にされて、奈津は自分が本当はそう思っていたことに不意に気づいた。

　寂しかった。

　本当は、ずっと…………。

　当たり前だと、仕方ないと諦めていたけれども、奈津は寂しかったのだ。

「さ、おいで。……部屋の中、案内してあげる」

　中里が黒いドアを開くと、クーラーの涼すずしい空気が肌はだに触れた。きちんと整せい頓とんされた玄げん関かんから覗いた部屋は、思ったよりも広く、緑が多いと奈津は思った。

「……ええと、あの」

「何？」

　奈津は中里のセーターの裾すそを摑つかんで振り向かせると、顔を見上げて言った。

「でも俺、預けられるのが、中里さんのところでよかったと思ってます」

「そう？……ありがとう。俺も、奈津くんと過ごせることが、楽しみだったよ」

　中里は微笑んだ。

　……その裏の彼の真意など、奈津はこの時まだ、欠片かけらも気づいていなかったのだ。







　室内はどこも清潔に整えられていた。男性の一人暮らしというから、もっと乱雑なものを想像していた奈津としては、些いささか意外だ。

　奈津のために用意されたのは、普段は書庫として使っていた部屋だった。壁かべ一面の本ほん棚だなのほかには、とくに何もない。そこに畳たたんだ布ふ団とんと机だけが置いてあった。

「ベッドじゃなくてごめんね。でもこの部屋の中は好きにしていいから。本もよかったら自由に読んで」

「ありがとうございます」

「じゃあ、荷物置いたらこっちにおいで。お茶を用意しておくから」

　中里はそう言うと、奈津をおいてドアを閉めた。白く塗ぬられたドアには、ほこりひとつない。机の上には小さなアジアンタムの鉢はち植うえが置いてある。主あるじの愛情を示すかのように、健康そうな淡あわい緑色に輝かがやいていた。

　一人になって、ほうっと奈津は息をついた。このマンションの中には、他に部屋が三つある。リビング兼けんダイニングキッチンの大きな部屋と、中里の寝しん室しつと、仕事部屋だ。入り口から軽く覗かせてもらった仕事部屋は、マッキントッシュのパソコンが二台と、ウインドウズのマシンが一台、そしてシンセサイザーのような楽器が一台置いてあった。その時初めて、奈津は中里の職業がグラフィックデザイナーだと知ったのだ。

「楽器は？」

「それは気晴らし。たまにいじるくらいだよ。よかったら弾ひいてみてもいいよ」

「いえ、俺、ピアノは弾けないから……」

「そう？　あとは、悪いけど、この部屋のＰＣにはできれば触さわらないで欲しいな。作業中のものもあるから。必要な時にはノートパソコンを貸すからね」

「わかりました」

　奈津がパソコンを使うとしたら、せいぜいがネットかレポート作成くらいのものだ。メールをするような友達はとくにいないし、切せつ迫ぱくして必要とは自分でも思わなかった。家でも、家族共有の一台を使っているくらいなのだ。

　その他には広めのバスルームとトイレがあった。案内されるうちに、最初にこの家を見たときも思ったのだが、どの部屋にも必ずといっていいほど観葉植物があることに奈津は気づいた。

「好きなんですか？」

「ああ……うん、趣しゆ味みみたいなもの。一人じゃ寂しいからね」

「ペットは飼かわないんですか？　ネコとか……」

「ああ……それでもいいんだけどね」

　その質問には、中里はどこか含ふくみのある笑えみを見せただけだった。

（ペット禁止のマンションなのかな……）

　奈津はそう思い、それ以上の詮せん索さくはしなかった。

　荷物を片付けるといっても、そうはあるわけではない。着き替がえはバッグのなかに入れたまま、教科書や参考書といった類たぐいを机の上に重ねると、勉強用の眼鏡めがねを横に置き、奈津はそろそろとドアを開けた。

　中里の声が聞こえる。どうやら、母親と電話しているらしい。

「あ、丁度よかった。奈津くん、お母さん」

「はい。……あ、お母さん？　はい。奈津です」

　電話の向こうで母親は丁度出かけるところだったらしい、背後から、出発前の慌あわただしい空気が感じられた。

『じゃあね、奈津。何かあったら、連れん絡らくちょうだいね』

「わかった」

　紋もんきり型の会話をして、電話を一度中里に戻もどす。中里は黙だまってそれを受け取ると、母親と二、三の挨あい拶さつをして、電話を切った。

　ダイニングテーブルの上にはアイスティーが二つ用意されている。美お味いしそうなそれに、今いま更さらながら奈津は喉のどが渇かわいていたことを自覚した。

「どうぞ」

　中里に勧すすめられ、奈津は安心してストローを咥くわえる。少しだけ甘味のあるアイスティーが、喉を心ここ地ちよく流れ落ちていった。

「落ち着いた？」

「はい。ご馳ち走そう様です」

「うん。じゃあ、……これ、ね。奈津くんに、用意しておいたから」

　中里がそう言って差し出したものに、奈津は目を丸くする。

　それは、黒いチョーカーだった。細い幅はばの革かわ製せいのものだ。留め具には小ぶりの南なん京きん錠じようがついており、鍵かぎなしには外すことはできないようになっている。なんの冗じよう談だんなのか、錠じよう前まえの横には、小さな金色の鈴すずもついていた。

「……え？」

　奈津は硬こう直ちよくし、中里を呆ぼう然ぜんと見つめた。

　中里はポケットにいれていた鍵で錠前を一度外すと、驚おどろく奈津を尻しり目めに、強ごう引いんにチョーカーをはめてしまう。

「何……何するんですかっ、中里さん！」

「ここで暮らす以上は、君は俺のものだからね。これは、そのしるし。よくわかるでしょ？」

　いとおしそうにチョーカーを撫なでる指先に、奈津はぞくっと背筋を震ふるわせる。なんの冗談、と、言いかけた言葉が喉の奥で凍こおりついた。中里の瞳ひとみは、真しん剣けんだった。

　────冗談なんかじゃない。彼は、自分を、『飼う』つもりなのだ。

「やっぱり、よく似合う。初めて見たときから、そう思ってた」

「初めて……？」

　あの時から、自分を狙ねらっていたのか、彼は。奈津は急速に冷えていく指先を僅わずかに震わせながら、壊こわれそうな瞳で中里を見上げた。

「どうしても外出するときには、外してあげる。でも、その時は俺に外してくださいってお願いすること。……まぁ、鍵なしにはこれは外せないけどね。勝手に一人で外したりしたら、お仕置きするよ。……ちゃんと、躾しつけてあげる。安心しなさい」

　微ほほ笑えむ中里の瞳は、優やさしいのに、先ほどとは違ちがう残ざん虐ぎやくな光が宿っていた。奈津は慌あわてて椅い子すから立ち上がり、その場を逃にげ出そうとした。しかしその前に、中里の長い腕うでが奈津を捕とらえ、そのままぐいっと抱だき寄せられてしまった。

「君のご両親から話がきたとき、願ったりだと思ったよ。こんなチャンスは、二度とないってね」

「……あんたが、姉さんにそう言ったんじゃないのか……？」

　突とつ然ぜん母親が、奈津は東京に残ったほうがいいんじゃないのかと言い出したのは、姉との国際電話の後だった筈はずだ。ひょっとして、という思いで口にした奈津に、中里は少し驚いた顔をして、それからまたにやりと笑った。

「察しがいいね。まぁまさか、こんなに上う手まくいくとは思わなかったけど」

「ふざけんな！　離はなせ！　帰る！」

「もう誰だれもいないのに？　誰も、君を待ってないのに？」

　中里の言葉に、激しく抵てい抗こうをしていた奈津の動きが、一いつ瞬しゆんにして止まる。

　────そうだ。自分には、帰る場所はないのに。

「……でも、両親がこのこと知ったら、いくらなんでも黙っちゃいない。あんたの人生も終わりになるよ。俺は未成年なんだから」

「君は言わない」

　やけに余よ裕ゆうたっぷりに、中里はそう言い切った。

「……じゃあ、賭かけをしよう。君が家に帰るときになって、まだ俺を許せないと思っているなら、告こく訴そでもなんでもすればいい」

「……絶対そうするに決まってるだろ」

「君は言わないよ。……俺が、そうするから」

　口く惜やしいほどに端たん整せいな顔が、近づいてくる。抱きしめられたまま、奈津は中里からの激しい接吻くちづけを受けていた。

　口中に遠えん慮りよなく忍しのび込んでくる舌にかみついてやろうかと一瞬思ったが、すぐに激しい波に翻ほん弄ろうされ、奈津は中里にされるがままになってしまった。自在に動く舌が、奈津の全すべてを暴あばこうとするかのように、唇くちびるや、歯や、舌、その裏も表も全て這はいまわり、奈津の弱いところを見つけては、執しつ拗ようにそこを責めてくる。まるで犯おかされているような激しいキスは、ディープキスそのものが初めての奈津にとっては、あまりに刺し激げきが強すぎた。

「な……んで……っ」

「好きだから。君を、俺のものにしたいからだよ」

　囁ささやきは甘く、接吻けは蕩とろけそうなものだけれども、瞳だけは冷たくて。

　クリスタルの瞳が、奈津を追い詰つめる。

　ようやく唇が離れた時には、奈津は肩かたで息をし、中里の腕にぐったりと寄りかかっているような状態だった。

「奈津は、初めてなんだろ？」

「……悪いかっ！」

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように強い口調で答えた奈津に、くすくすと笑いながら、中里は彼の小さな身体からだを抱き上げ、リビングのスカイブルーのソファの上にどさりと下ろした。突然変わった視界に奈津が目を白黒させている間に、いつの間にか用意されていた手て枷かせが、奈津の手首にはめられる。チョーカーと同じ黒い革でできたそれは、内側にフェイクファーが貼はられていて、直接には肌はだを痛めない。しかし、感じる屈くつ辱じよく感と拘こう束そく感は同じことだ。中里は器用に右手で奈津の背中を抱かかえ、左手一本で奈津を拘束する手枷の間の金属を後ろではめた。カチン、と硬かたい音がして、奈津の自由はほとんど奪うばわれてしまった。

「何……やだ……っやっ」

　自分がこれから何をされようとしているのか、おぼろげながらわからない奈津ではなかった。まさか自分の身の上に、こんなことが降りかかろうとは露つゆほどにも思わなかったけれども。

　動けずにいる奈津を満足気に眺ながめおろしつつ、中里はばっと奈津のシャツをめくり上げた。薄うすい胸が露あらわになり、中里は少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

「骨が見えてる。……少し、瘦やせすぎだな」

「うるさい……っ」

　奈津の憎にくまれ口は、微び妙みように言葉尻が揺ゆれていた。何な故ぜなら、中里がその骨を確かめるように、肌に舌で触ふれたからだ。ぬるりとした熱さが、その部分の神経を焼き付かせるようだった。中里が幾いく度ども幾度も接吻けを落とすたびに、身体の奥にぽっと小さな火がついていく。外側から与あたえられる熱でなく、内側からじわじわと炙あぶられるような熱さ。そんな感覚は、初めてだった。

　小こ粒つぶの乳ち首くびにその舌先が触れたとき、電流のように背筋を走った感覚に、思わず奈津は身じろいだ。その途と端たん、首もとの鈴が、ちりんと可か愛わいらしい音をたてる。その音に、中里は揶や揄ゆするような口調で言った。

「ほら、奈津が感じると、その鈴が鳴るんだよ。……気持ちいいって」

「─────やっ」

　きゅっと前歯で乳首を嚙かまれ、奈津は熱さのような痛みで身を捩よじらせた。また、鈴がちりちりと鳴る。

「ちが……っ、や、そんなとこ……っ」

「違わないでしょ？……どうしたの？　言いたいことがあるなら、ちゃんとお話ししてごらん？」

　中里の指が下か肢しに伸のび、ジーンズの上から奈津のモノをやわやわと握にぎる。ぞくぞくするような快感はけれどもひどくもどかしくて、奈津はぶるりと背筋を震わせた。

　否定しようもなく、奈津のそこは確かにもう反応していた。

「ああ……このまんまじゃ、辛つらいよね」

　中里はそう悠ゆう然ぜんと言うと、奈津のジーンズのボタンを外し、下着ごと引き摺ずり下ろした。高く足首を持ち上げられ、奈津の頭と肩がソファの柔やわらかなクッションに沈しずむ。

「まだちゃんと大人になってないかな？……ひとりでちゃんとしてる？」

「……関係、ない……だろっ」

　そんなことを言える筈もない。顔を反そらした奈津の首輪を摑つかみ、自分のほうに向かせながら、中里は言った。

「まぁ、そのうち見せてもらうけどね。……今は、ちゃんとしてあげる。初めてなら余計に、優しくしてあげないとね。ただ、あんまり奈津が反はん抗こうすると……少し、痛いことをするよ？」

　言葉で容よう赦しやなく嬲なぶる中里に、奈津は恐おそれに身を震わせる。中里の目の前で、自分で……。そんなことを想像するだけで、奈津は羞しゆう恥ちに気が遠くなりそうだった。

「……奈津はいやらしいな。想像だけで、濡ぬれてきちゃった？」

「ぃあっ」

　それなのに、奈津の正直な部分は確かに反応を示し、中里の長い指先に包まれると、嬉き々きとして熱く脈打ちだす。先ほどのアイスティーに何か入っていたのではないかと勘かん繰ぐりたくなるほどに、奈津の身体は熱くなっていた。

「嫌いやじゃないでしょ。……まぁ、今日のところは、許してあげるけどね」

「あ……ん、やぁ、あっ！」

　そう言いながら、中里の手は容赦なく奈津の昂たかまりつつある幼い自身を扱しごきあげる。その間にも、唇は頰ほおやうなじに触れ、耳に触れられた時、奈津は自分でも驚おどろくほど感じていた。

　柔らかな耳みみ朶たぶに歯を立てられ、ぴちゃぴちゃと音がするほど舌を使われ、奈津はまるで濡れ始めたソコの音を聞いているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。その恥ずかしさが、奈津の性感をより敏びん感かんにしていた。

　悪戯いたずらな舌先から逃のがれようと首を打ち振ふると、ちりちりと鈴すずが鳴る。その途端、先ほどの中里の台詞せりふが脳のう裏りに鮮あざやかに蘇よみがえる。

『─────奈津が感じると、鈴が鳴るんだよ』

　かぁっと、奈津は耳まで顔を赤く染めた。少しでも動くと、鈴は容赦なくその透とう明めいな音を響ひびかせる。それは即すなわち、中里に自分が感じていると声こわ高だかに証明するようで、奈津は動くことができなくなってしまった。

「……我が慢まんしないでいいのに。聴きかせて、奈津の音。……いやらしい声も、鈴の音も……ここの、恥ずかしい音も」

　わざと溢あふれ始めた先せん端たんの汁しるをすくい、音を立てて中里は奈津の充じゆう血けつしたソレを握る。いやらしい音に、奈津は無意識にぽろぽろと涙なみだを零こぼしていた。

「っく……ぁ……ぅん……っ」

「可愛い。……ほんとに可愛いよ、奈津」

　そうして与えられた接吻けは、甘くて、優やさしくて。奈津はこんな目にあわせている当人がこの中里だというのに、何もかも忘れて一いつ瞬しゆん縋すがりつきたいような衝しよう動どうに囚とらわれた。

「あ……中里……さんっ」

「もう、イっちゃいそう？……でも、まだダメだよ」

　根元を強く押さえ込まれ、奈津は痛みと苦しさに高く悲鳴を漏もらした。

　さらに与えられる刺激。もう限界が近いと先端は涙を零しているというのに、その雫しずくを舐なめ取るかのように中里の熱い舌先が奈津を苛さいなむ。音を立てて吸い上げられた側そばから、露はいくらでも奈津の内側からこみ上げてきた。

「やぁ……っ」

　右手で幹を扱かれながら、先端を吸い上げるように口でしゃぶられ、奈津の腰こしが勝手に蠢うごめいてしまう。尖とがらせた舌先で鈴すず口ぐちを広げるようにされると、じんじんと痺しびれるような快感が奈津の脳を直ちよく撃げきし、すでに涙でぼやけた視界がぐらぐらと揺れた。

　拘束された腕うでの痛みも忘れてしまう。

「いい？……ほら、そう言ってごらん」

　口を離はなされ、そう囁かれる。唐とう突とつに放り出されたソコが、足りないと中里を求めて脈打っている。そこに、あやすように息を吹ふきかけられ、濡れた自身がひやりとした。そんな些さ細さいな刺し激げきですら、今の奈津の身体には甘すぎる毒だ。

「だめ……も……助け……っ」

「それもいいけど、違ちがうでしょ？　イかせてくださいって……ちゃんと、おねだりしてごらん。じゃないと、許してあげないよ」

　爪つめの先が、つぅっと裏筋を辿たどり、びくんと奈津の肩が震える。だけど、これじゃ足りない。それをわかっていて、中里はわざと温ぬるい愛あい撫ぶばかりで奈津をはぐらかすのだ。

　すでに堅くはりつめたままの奈津の乳首を、中里の唇くちびるが責める。そんなところに触れられて、喘あえぐほど感じている自分が信じられない。いや、奈津には今この状じよう況きよう全すべてが、夢のようだった。……夢と、思いたかった。

　中里の下したでチョーカーをつけられ、手枷をされて、いいように嬲られているこの全てが。

「奈津……言わないと、このままだよ？　ずっと、一日中でもね。それとも、一日中こうやって……弄いじられてたい？」

　その言葉は噓うそや脅おどかしではないのだ。中里の薄い色の瞳ひとみが奈津を容赦なく射い貫ぬき、最後の理性をも打ち砕くだく。疼うずく身体の熱は、もうどうしようもなかった。

「い……イかせて……ください……っ、も……や……ぁっ」

　羞恥に奈津は顔を歪ゆがめ、息もたえだえにようやくそう口にした。中里はそれに満足そうに微ほほ笑えむと、軽いキスを奈津の唇に落とす。

　それからやおら奈津の両足の間に顔を伏ふせると、先ほどよりも強く奈津の幼芽を咥くわえ、放出を促うながした。両手は奈津の小ぶりな尻しりを摑み、逃にげられぬようにと固定していた。

「や……あああんっ」

　中里の口に出してしまう、という奈津の動どう揺ようは、津つ波なみのように襲おそい掛かかってきた快感の前にあっという間に押し流されてしまった。

　細い手足がつっぱり、びくん、びくん、と、勢いよく白いものが迸ほとばしる。それを、中里は全て喉のどの奥に受け入れた。

　ようやく与えられた絶頂に、奈津は一瞬気が遠くなる。それほどまでに強い快感だったのだ。

「……奈津。ほら、まだ終わりじゃないよ？」

「え……？」

　中里は顔をあげると、見せつけるように長い指を口に含ふくみ、奈津のものと唾だ液えきをその指に纏まとわせた。

「！」

　濡れた指先が最さい奥おうを探さぐる感覚に、奈津は涙に濡れた目を見開いた。まさかそんなところを弄られるとは、奈津は思いもしなかったのだ。

「やだ……汚きたない……っ」

「汚くなんてないよ。……そうだ、最初にちゃんと見ておかないとね」

「あっ！」

　奈津が抵てい抗こうする隙すきもなく、身体からだが裏返される。腕は相変わらず後ろで固定されたままで、上半身を支えることができない奈津は、膝ひざ立だちで中里のまえにお尻を突つき出すようなポーズにされてしまった。

「や……やめ…っ！」

「ほら、綺き麗れいだよ。奈津のここ」

　秘められた場所を全て曝さらけ出すような格好に、奈津は首を振るが、また大きく鳴る鈴の音が、中里を喜ばせるだけだった。

「恥はずかしい？……ペットなのに、生意気だね」

　人間としての尊厳を奪うばわれるような辱はずかしめの言葉に、また、奈津の正常な心のどこかが壊こわれていく。

　中里は人差し指の腹でやわやわと門に触ふれた。くすぐったいような感覚は、それでいてひどく甘かん美びで、奈津は戸と惑まどいと快感に身を震わせる。

「やだ……やだぁ……こんなの……ないよぉっ」

　子供のように奈津は繰くり返し、涙を流す。しかし、中里は許してはくれなかった。

　濡れた指が、ゆっくりと奈津の内側に入り込んでいく。異物に怯おびえるソコは、ぎゅっと窄つぼまり、中里の指を締しめ付けた。

　しかし、その強こわ張ばりを少しずつほぐそうとするかのように、指は奈津の中で蠢き、その存在を奈津により感じさせる。

「痛ぁ……っ」

「やっぱり、かなりキツいね」

　中里はそう言うと、一度指を抜き、奈津の身体から離れた。

　だが、奈津がホッとしたのは束つかの間まだった。ぬるりとした冷たい液体が塗ぬられ、その感かん触しよくに背筋が震ふるえる。

「何……それ……っ」

「ただの潤じゆん滑かつ液だよ。……ほら、少し楽になっただろ？」

「あ……っ」

　滑ぬめりに助けられ、先ほどよりもいくらかスムーズに中里の指が潜もぐり込んでくる。さらに指が増やされ、奈津は信じられないように目を見開いた。

　何より信じられないのは、繰り返されるうちに、前を弄られるのとは違う快感が、確かに芽生え始めていたことだ。その証しよう拠このように、指がずるりと抜かれる瞬間、ぞわっと奈津の肌はだには鳥肌がたった。

「ぁ……や……」

　戸惑うような奈津の声は、頼たより無く甘い。感じ始めているのを見て取った中里は、己おのれの怒ど張ちようしたものを奈津の小さな蕾つぼみに押し当てた。

　指とは比べものにならない熱さに、奈津は驚おどろき、振ふり返ろうとした。しかし、その前に押し入ってきた中里に、奈津は声にならない悲鳴をあげて硬こう直ちよくした。

「……っ」

　きつい奈津の締め付けに、中里も息を詰つめる。

　痛みと熱さに、奈津は頭がおかしくなりそうだった。涙が勝手にぼろぼろと零こぼれ、自分でももうどうにもならない。

　中里が動き出すと、それはさらに激しくなった。

「や……だめ、うごか、ないで……っ」

　泣きじゃくる奈津を慰なぐさめるように、中里の手が奈津自身に触れた。

　だがそこは、奈津の意思とは裏腹に、その痛みの裏の快楽をすでに感じ始め、疼き始めていた。

「ほら、奈津……ここは気持ちいいって言ってるよ」

「え、ちが……あ……ああんっ」

　律動と同じリズムで中里の手が上下し、チョーカーの鈴すずがせわしなく鳴った。それら全てが、奈津を狂くるわせていく。

　深く貫つらぬかれるたびに、内側から全てが引きずり出され、暴あばかれていくような錯さつ覚かく。

　犯おかされる……という言葉の意味を、奈津は初めて知った気がした。

　裸はだかにされて、奪われてしまう。何もかも、この男に。

「ひぁ……ぁ……く……ぅっ」

「奈津……また、出ちゃいそうだね。縛しばられて、後ろから動物みたいに犯されて……感じてるんだ？」

　揶や揄ゆするような中里の言葉。

　けれど今の奈津には、反論などできなかった。

　中里自身は勢いを増し、奈津をますます追い詰つめる。

　無理矢理押し広げられた蕾は充じゆう血けつし、確かに痛みを覚えているというのに、奈津のモノは堅く反そり返り、中里の指に嬉き々きとして熱い涙なみだを零していた。

「いやぁ……っ、や、また……っ」

　下腹部のあたりから急速にせりあがって来る覚えのある感覚に、奈津はびくびくと瘦やせた身体を震わせる。

　すると中里はつながったまま、また奈津の身体を反転させた。足を抱かかえあげられ、さらに深くなる接合に、奈津は高く鳴いた。

「あっ……は……ぁ、ん！」

「奈津……イっていいよ？」

　中里の端たん整せいな顔が、すぐ耳元で囁ささやく。

「や……なか……ざ……っ、あ……────────っ！」

　その瞬しゆん間かん、奈津はまた絶頂を極きわめていた。

　自らの腹部に、熱いものが降りかかる。

　中里もまた、奈津の絶頂の締め付けに、奈津の中にその情熱を叩たたきつけるように放った。

　どくん、どくん、と、中里のものが大きく脈打ち、奈津はそれをぼんやりと薄うすれていく意識のなか、感じていた。







　奈津が気がついたのは、浴よく槽そうの暖かなお湯の中でだった。

　すでに衣服も手て枷かせも外されているが、チョーカーだけはそのままだ。その微かすかな重みと首元に感じる違い和わ感、そして鈍にぶく痛む全身が、先ほどのことは夢などではないと告げていた。

「気がついた？」

　背中に手をあて、溺おぼれないように支えてくれていた中里が、奈津を見つめていた。

　ぼんやりとしていた意識が一気に覚かく醒せいし、奈津は身体を強張らせ、中里を見つめた。

　怯えた表情をする奈津に、中里は微ほほ笑えむと、濡れていないほうの手でそっと奈津の頭を撫なで、それから、自分の服が濡れるのにも構わず、奈津を胸むな元もとに抱だき寄せた。

「偉えらかったね。大だい丈じよう夫ぶ？」

「誰だれがそうしたと……！」

「俺だよ」

　嚙かみ付いた奈津に、中里は悠ゆう然ぜんと答える。

「覚えておきなさい。君のことを甘やかしていいのも、傷つけていいのも、俺だけなんだよ。奈津」

「…………あんたの言ってること、全然わけわかんないよ……」

　さすがに奈津も、中里に対して敬語を使う気は失うせていた。しかし、それについては中里は咎とがめはしなかった。

「まぁ、今日は初めてだから手加減してあげたからね。少しずつ覚えていけばいいよ」

「何を!?」

「それは後のお楽しみ。……さ、腕うでだして」

　いつの間にか中里の手には泡あわ立だてたスポンジが握にぎられていた。奈津の腕をとると、丁てい寧ねいな手つきで中里はスポンジを肌の上に滑すべらした。時折、長い指先で筋のあたりを確かめるように、軽く押してみては、「痛くない？　感覚ある？」と奈津に尋たずねる。

「うん……大丈夫」

「そう。よかった」

　中里はにっこり笑うと、奈津を膝ひざ立ちにさせ、背中や腹部も洗おうとする。

「いいよ！　自分でやるから！」

　子供じゃないんだから、と、抵てい抗こうする奈津に、中里はスポンジを高くあげてしまうと、悪戯いたずらっぽく言った。

「だーめ。俺がするの」

「なんで！」

「大事な奈津の身体からだだから」

　そう言ってくすりと笑った中里は、嬉うれしそうなのに、どこかぞくっとするほど色っぽい。奈津は中里を見上げ、わけがわからないというように首を横に振った。

「大事って……なら、どうしてあんなことすんの」

「可か愛わいいから」

「可愛いからってあんなことすんの？」

「そうだよ。可愛いから、虐いじめたいの。……ね？　ほら、奈津。身体、洗わせて」

　中里の理論が、奈津にはさっぱり理解できない。半ば会話することを諦あきらめて、しぶしぶ奈津は膝立ちになった。鼻歌交じりで、中里は奈津の身体を泡だらけにしていく。ぱちゃぱちゃと、お湯が揺ゆれて音を立てた。

「下半身は、自分でする？」

「やる！」

　中里の手からスポンジをひったくると、奈津は自分でも気になっている部分……お尻しりのあたりを、そっとではあるが、しつこく洗った。

「じゃあ、その間に頭もやっちゃおうか」

　暖かいシャワーが頭からかけられる。結局、頭まですっかり中里によって洗われた奈津は、身体を拭ふいてパジャマに着き替がえさせられ、その上ベッドまで抱っこされて運ばれてしまった。

「やだってば！　恥はずかしい!!　下ろしてって！」

「恥ずかしいって……別に誰も見てないよ？」

「そういう問題じゃない！」

「でも奈津、歩けないでしょ？」

「…………」

　事実を指し摘てきされては、奈津も黙だまるほかない。確かに先ほどお湯から出て、自分の身体が自分のものではないようにずっしりと重く、歩こうとすると腰こしのあたりがぎしぎしと音がしそうだったのだ。

「若いから、少し寝ねてれば良くなるよ。その間にご飯用意しちゃうから、寝てな」

「……ありがと」

　礼を言うのは少し不本意な気がしたが、世話になっているのは事実だ。

　奈津が不ふ貞て腐くされながらもそう言うと、中里はとても嬉しそうに笑った。

「どういたしまして」

　中里の自室のベッドは、スプリングがきいて柔やわらかかった。ちゃんと日に干したばかりなのか、布ふ団とんからはおひさまの匂においがする。

「クーラー、寒すぎない？　喉のど渇かわいてるでしょ、お水用意しといたから」

　至れり尽つくせりとはこういうことなのだろうか。予あらかじめ用意してあった水さしからコップに透とう明めいな水を注つぐと、中里はコップを奈津に近づけた。確かに、あんなことをしてから、お風ふ呂ろにゆっくり入ったものだから、奈津はまたからからに喉が渇いている。喜んで手を差し出した奈津の手から、しかし中里はついとコップを遠ざけた。

「ありがと。……何？　そんな意地悪するなよ」

「じゃなくて、口開けて。飲ませてあげるから」

「…………」

「じ、自分でできるって！　それくらい！」

「だめ。ほら、口開けて。……言うこときけないの？　またしちゃうよ？」

　頭痛をうっすらと覚えつつ、奈津はしぶしぶ口を開いた。またすぐにあんなことをされたら、今度こそ本当に、頭が変になってしまう。

「……どうしても？」

　それでも諦め悪く奈津が上うわ目め遣づかいで見上げると、中里は静かに、あの有う無むを言わせない瞳ひとみで奈津を見つめていた。

　どうしてもその目には、奈津は逆らえないのだ。

　目を閉じると、唇くちびるにコップの硬かたい感かん触しよくがした。それから、ゆっくりと冷たい水が口の中に注ぎ込まれてくる。乾いた舌先に、水が甘い。

　他人に向かって口を開いて何かを飲ませてもらうなんて、一体何年ぶりのことなのだろう。まるで自分が子供になったようで、奈津はなんだか不思議な感じがした。

「ゆっくりね。水も嚙んで飲まないと、内臓に負担がかかるから」

　中里はそう言うと、こくんこくんと上下する奈津の喉のど下もとを見て、頃ころ合あいをはかって一度コップを離はなした。はぁ、と奈津が大きく息をつく。

「もっと欲しい？」

　素す直なおに頷うなずくと、中里はまた奈津の口元にコップを押し当てた。

「……ん……」

　コップの水を全すべて飲んでしまうと、中里の指が奈津の濡ぬれた唇を拭ぬぐってくれた。

「……なんでそんなに、嬉しそうなんだ？　あんた」

　鼻歌交じりでご機き嫌げんの中里に、奈津は訝いぶかるような視線を向ける。するとまた、中里は嬉しそうに、ふふっと笑った。

「だって、奈津が恥ずかしがったり怒おこったりしてくれるから」

「…………」

「嬉しいよ。奈津のいろんな顔見られて」

　そう言いながら、中里は奈津の身体をベッドに横たえ、夏用のやや薄うすい布団を肩かたまでかけてくれた。

　言われてみれば、奈津は普ふ段だんはそれほど感情を表に出さない。

　嬉しいときはそれなりに喜んでみせるけれども、怒ったり、……恥ずかしがったりなんて、人にそうそう見せたことはない。

　それなのに、彼の前では、まるで自分はただの子供のようだ。

「おやすみ、奈津」

　頰ほおにキスを落とされ、奈津は目を閉じた。

　……だけど、どう考えたって、こんな状じよう況きようはおかしい。またあんなことされるのも、絶対に嫌いやだった。

　どうにかして、ここを抜ぬけ出さなくちゃいけない。

　奈津は薄うす暗ぐらくなった部屋の中で、目を閉じたまま、その手段を考え始めた。

　待っていてくれる家族はいないけれども、たとえ一人ぼっちでも、ここにいるよりはマシな筈はずだ。それに、両親だって事情を聞けば、中里のもとに戻もどれとは言わないだろう。

　あるいは、もっと手っ取り早く、警察という手もある。

　自分は男だけれども、未成年ではあるし、強ごう姦かんというのは立派に犯罪の筈だ。

　……そう考え、奈津は自分でその考えを破は棄きする。

　強姦は親告罪で、訴うつたえるにしてもどのようにされたかを自分で逐ちく一いち報告しなければいけないということを奈津も知っていたからだ。

　人前であんなことを口にするなんて、とても奈津にはできない。

　しかも法律上でいえば、強姦の被ひ害がい者しやは女子に限られるのだ。

（誘ゆう拐かいって言うのも違ちがうし、しいて言うなら監かん禁きん？？）

　奈津は考え込んでしまった。ある意味、告こく訴そでもなんでも……という中里の言葉は、強がりでもないのかもしれない。

　とにかく、警察はすぐにはアテにならない。社会人の中里と奈津では、ヘタをすれば奈津のほうが噓うそつきと思われてしまうかもしれないのだ。

（まず、起きたらすぐ新に電話しよう……協力してもらえば、なんとか……）

　そこまで考えたあたりで、奈津はこみ上げてきた睡すい魔まに負け、ゆるやかに眠ねむりについたのだった。







　奈津が次に目を覚ましたとき、すでにあたりは暗くなっていた。

　一いつ瞬しゆん自分がどこにいるのか、何時なのかがさっぱりわからず、奈津はきょろきょろと寝ぼけ眼まなこであたりを見回した。

（そうだ……ここ、中里さんの……。って、もう『さん』付けしてやることもないか）

　ベッドから起き上がり、時計を見ると、午後七時を過ぎたあたりだった。けっこう長い間、眠ってしまっていたらしい。

　奈津が動いた拍ひよう子しに、首の鈴すずが鳴る。その音に気づいてか、中里が寝しん室しつのドアを開けた。

「起きた？」

「あ……うん」

「着替え持って来たよ。これから友達が来るって言うから、着替えてくれる？」

「友達？」

「久く野の田だっていう奴やつ。だから残念だけど……これは一度、外さないとね」

　中里はそう言うと、チョーカーの鍵かぎを取り出した。奈津はほっとしてしまう。

「このまんまで会えとか言わないの？」

「言わないよ。奈津のその姿は、俺だけのものなんだから。俺だけが見てればいいの。……じゃあ、これは預かっておくからね」

　外したチョーカーを中里はジーンズの後ろポケットにいれた。拘こう束そくしていたものが急になくなったせいか、なんだか首回りがすーすーする感じがして、奈津は無意識にそこを指先で撫なでた。

「……もしも俺が、あんたのしたこと、その友達にバラしたらどうすんの？」

　脅きよう迫はくめいた奈津の言葉に、中里は「んー」と少しの間腕うで組みをして考える。

（チャンスかも……）

　そう思った途と端たん、中里の腕がぐいっと奈津を抱だき寄せ、華きや奢しやな身体からだは再びベッドに転がされていた。中里もそんなに筋肉質なほうには見えないのに、予想外の力に奈津はびっくりする。

「そうしたら、お仕置きしないとね」

「お仕置き……？」

「そ。さっきみたいなことのもっとスゴいやつとか。あるいは……」

「ひゃ！」

　いきなりパジャマのズボンをめくられ、奈津はおかしな声をあげてしまう。剝むき出しになった白い双そう丘きゆうに、ぱん！　と音を立てて、中里の大きな手が振ふり下ろされる。

「いった……！」

　叩たたかれた場所が、じんじんと熱く痺しびれるようだった。多分、赤くなってしまっているだろう。

「こういうのかな」

「や、やだやだやだっ!!」

「だったら、大人しく黙だまってたほうがいいよ？　あ、そうだ」

　慌あわててズボンを元通りに穿はく奈津に、中里はさらりと恐おそろしいことを言ってのけた。

「携けい帯たい電話、没ぼつ収しゆうさせてもらったから。使いたい時は、俺の目の前ですること。あと、この家に電話はないからね」

「そ……そんなの、ひどいよ！」

「なんで？　ちゃんと使いたい時、俺の目の前でならいくらでもかまわないよ。……それに、逃にげようとしても、お仕置きはするからね？　わかった？」

「…………」

「もう少ししたら、外出許可くらいはあげるよ。安心して」

「もう少しって、いつだよ」

　奈津が睨にらむと、中里は人差し指を唇に当て、くすりと笑った。

「さぁ？……ヒミツ。さて、俺は仕上げしてくるから、奈津、着き替がえたらリビングにおいで」

　そう言って、中里は部屋を出て行った。

　残された奈津は、とりあえず持ってきてもらった洋服に着替える。携帯電話のことを、先手を打たれたのは失敗だった。この分じゃ、貸してくれるというパソコンは、ネットには接続できないに違ちがいない。

（強制収容所じゃないんだから……）

　捕つかまっている、という意味では、同じようなものかもしれない、と、奈津は自分で思って、げっそりとため息をついた。

（けど、負けるもんか！）

　そのためには、相手やこの状況をもっと知る必要がある。中里は思ったよりも手ごわそうだし、それに……。

　奈津はふと、初めて会った時のことを思い出し、少しだけ切なくなった。

　初めて、自分のことを見み抜ぬいた人。初めて、ありのままの『木崎奈津』を認めて、肯こう定ていしてくれた人。

　その人を、こんな風に、敵のように思わなくてはならないことが、少しだけ本当は……奈津には、辛つらかった。










　リビングには、美お味いしそうな匂においが立ち込めていた。

　ダイニングテーブル一いつ杯ぱいに、ありとあらゆる国こく籍せきの料理が並べられている。

　カニとアボカドのサラダ、クスクス、バジリコスパゲティ、八宝菜、クリームシチュー、あじの干ひ物もの、サイコロステーキ、ふろふき大根……数え上げればキリがない。

　ひとつひとつの量は少ないものの、その数の多さとてんでばらばらさに、奈津は暫しばらく目を丸くしてテーブルを見つめてしまった。

「これ、何？」

「何って、ご飯」

「それは見りゃわかるけど……中里って、普ふ段だんいっつもこんな食事なの？」

「まさか」

　中里は料理中ということで縛しばっていた髪かみを解ほどき、グラスとビール片手にこちらへやってきた。

「奈津が何が好きかわからないから、とりあえず色々作ってみた」

「これ、全部？」

「そうだよ？　まぁ、あんまり手がかからないのばっかりだけどね」

（どこが？）

　先にデザイナーだと聞いていなければ、おそらくコックか料理研究家かと思ったかもしれない。それくらい、並べられた料理は美味しそうだった。

　食べ物に関心が薄うすい奈津ですらそう思うのだから、たいしたものだ。

「俺、好き嫌きらいってないよ」

　そう言った奈津に、中里は苦く笑しようして、

「そうじゃないでしょ。じゃあ、好きなものは？」

「……別に……とくには……」

「でしょ。奈津は、自分が何を好きか、自分でもよくわかってないだけなんだよ。だから、これから一いつ緒しよに探そ？　自分で言うのもなんだけど、俺の料理、美う味まいから」

　その時、玄げん関かんのチャイムが鳴り、久野田がやって来た。

「おーっす。あー、美味そう！」

　にこにこと笑った男は、嬉うれしそうにダイニングテーブルに直行する。その肩かたを軽く摑つかんで引き止め、中里は奈津のほうに向き直らせた。

「こら。彼が木崎奈津くん。俺のアニキの奥さんの弟。暫くうちで預かることになったから」

「あー！　君が例の奈津くんか。はじめまして！　俺は久野田正まさ道みち。玲一とは幼おさな馴な染じみの同級生で、今はマネージャーって立場かな」

　久野田はややよれたシャツにネクタイという姿で、がっしりとした体つきの男だった。見るからに快活そうな人ひと柄がらは、なんとなしに新を思い出させる。

「どうも……はじめまして」

　奈津はぺこりと頭を下げると、久野田はおひさまのような笑え顔がおで「よろしく！」と返した。

「さ、飯にしよ、飯！……お、そーだ。玲一、あのさ、こないだの四よつ葉ばの件だけど、近こん藤どうさん喜んでたぜ。またお願いしたいって」

「そう。よかった。ほら、奈津も座っていいよ。このままじゃ、久野田に全部食われちまうから」

「ひでぇなぁ」

「本当のことだろ。お前は、馬車馬みたいによく食うんだから」

「かわりに馬車馬のように働いてる！」

　胸を張る久野田に、中里はくすくすと笑うと、どんぶりに山盛りのご飯をよそってくる。

「奈津は？　どれくらい？」

「す、少しでいい」

　その量に気け圧おされたように目を白黒させている奈津に、中里は「了りよう解かい」と返すと、淡あわいブルーの茶ちや碗わんに、少しだけご飯をよそってくれた。

「いくらでもおかわりしていいから。少しでも、食べなね」

「……はい」

　ありがたく茶碗を受け取ると、奈津は同じブルーのお箸はしを手に取った。中里は自分にはグリーンの茶碗と箸を用意し、ようやく椅い子すに座った。

「じゃ、いただきます」

「いただきまーす！」

「い、いただきます」

　両手をきちんと合わせて頭をさげる中里に対して、久野田はすでに箸先にステーキをつまんでいた。

「奈津、はい」

　どれから食べようかと困っている奈津に、中里はさりげなく小皿に色々な料理を少しだけ取り分けてくれる。

「ダメだったら、残していいよ」

「ありがとう……」

「どういたしまして」

　さすがに奈津も昼ぬきでお腹なかがすいている。おそるおそる口にしたアボカドは、とろっとして美味しかった。少しずつ全部を一応口にして、奈津はお茶を飲む。これだけでも、普段よりはよく食べているほうだ。

「奈津くんは、高校三年生なんだっけ？　若いなぁ、いいなぁ」

「そんなオヤジみたいなこと言うなよ」

「実際オヤジだろ。奈津くんから見たら、俺たちなんて」

「いえ、そんなことないです」

　奈津が首を横に振ふると、久野田はあはは、と、大きな口をあけて笑う。

「四捨五入すれば三十だよ？　俺たち。俺が奈津くんの年とし頃ごろっていったら、社会人なんてみんな同じに見えたけどなぁ。……ああ、でも、お前は違ちがうか」

「なんで？」

　久野田は椅子にあぐらをかいて座っていたが、その膝ひざに肘ひじをあて、ずいっと中里に向かって詰つめよる。

「お前、ぜーんぜん変わらねぇもん。高校生くらいのときっから、今のまんま！」

「髪の毛は伸のびただろ」

「それくらいのもんだ。化け物じゃねーの」

「お前だって変わってないよ」

　中里の返事に、久野田は「そうか？」と一いつ瞬しゆん喜んだ顔をしたが。

「精神年ねん齢れいが」

「……お前はそういう男だよ。気をつけな。奈津くん。こいつ、顔は綺き麗れいだけど性格はキッツイんだから」

　できればその忠告はもう少し前に欲しかった……と、奈津は思いながら、ちらりと中里を見た。

「何？」

　中里に小首を傾かしげて尋たずねられ、奈津は慌あわてて首を横に振った。

「ううん、別に」

「みんなさぁ、それが判わかってないから、中里くんて優やさしそーだとか、尽つくしそーだとか、勝手なこと言うんだよなぁ。女って奴やつは、まったく。俺のほうがよっぽどいい奴だってのに」

「尽くすよ？　俺」

　あじの骨をせっせと取り、身だけを奈津の前の小皿に取り分けながら中里がさらりと答える。

「本当に好きな人には、尽くすよ。お前が知らないだけ」

「へー、そうですか。そりゃ悪かったね」

　気がつけば、アボカドと干ひ物ものだけが、奈津のお皿に再び増えていた。不思議に思って、中里を見ると、彼は小首を傾げて答えた。

「だって奈津、それ食べる時だけちょっとスピード速かったからね。美お味いしかったんだと思って。大根はちょっと苦手だったみたいだね」

「……ありがと」

　中里の言葉は、事実その通りだった。久野田と話をしつつ、中里はどうやらずっと、奈津のことを見ていたらしい。

　なんだか、くすぐったくて、困る。

「はい。お醬しよう油ゆ」

　手を伸ばそうとすると、タイミングよく探しているものを渡わたしてくれる。

　鬱うつ陶とうしくない程度の、些さ細さいなことだけれども、それはそれだけずっと、奈津のことを見ているからわかるのだろう。

　こんな風に、誰だれかに気にかけてもらうなんて初めてで。

　奈津は、もぐもぐとご飯を咀そ嚼しやくしながら、嬉しいような恥はずかしいような、なんだかくしゃくしゃな気持ちになってしまった。

「けど、今日は奈津くんのお陰かげで得したな」

「え？」

「こんなに腕うでふるってもらうのは、俺も久々だし。あー、美味かった！　玲一～、お茶！」

「それくらい自分でやれ。手があるんだろ」

「俺にはホント冷てぇな、おまえ」

「あ、俺やりましょうか？」

　奈津が立ち上がろうとすると、中里が「いいよ。座ってな」と引き止める。

「タダで食べてるんだから、これくらいさせていい」

「ま、そうだな」

　どうやら久野田は文句を言いつつも慣れているらしく、手て際ぎわよく用意していく。何がどこに入っているかも、どうやら彼は熟知しているようだった。

「じゃ、デザートの桃ももでもむこうかな。奈津、まだ食べられそう？」

「あ、うん」

「そう。よかった」

　中里は微ほほ笑えんで席を立つと、台所で冷やしてあった桃を冷蔵庫から取り出し、手際よく皮をむいていく。熟うれた桃の甘い香かおりが一いつ杯ぱいに広がる。

　せめて自分にできることをしておこうと、奈津は空いたお皿を重ねてテーブルを片付け始める。汚よごれたお皿を持っていくと、中里は「ありがとう。えらいね」と、奈津を褒ほめてくれた。

「気がきくなぁ。じゃ、これ一つ持ってってくれ」

「はい」

　久野田にコーヒーの入ったカップを一つ渡され、奈津はそれを自分のところまで持っていった。その後ろを、久野田がカップを片手に二つ持ち、片手には砂糖とミルクを持って戻もどってくる。

「桃もできたよ」

「奈津くん、砂糖とミルク、好きに使って」

「はい」

　それからも、久野田を中心に色々と話は弾はずみ、気がつけば時計は十時を過ぎていた。

　帰るなら残りを少し持って行け、と、中里が料理をタッパーにつめている間、久野田は奈津に顔をよせ、小声で言った。

「あいつ、けっこう寂さびしがりやなとこあるから、優しくしてやってくれよ」

　そう笑った久野田に、つい奈津は頷うなずいてしまったのだった。







「じゃあな、邪じや魔ました！　またな」

　久野田はそう挨あい拶さつすると、部屋を出て行った。

　二人きりで残されると、なんだか室内がやけに静かに感じてしまって、奈津は落ち着かない気持ちできょろきょろとあたりを見回した。

「あ、後片付け……」

「いいよ、やっておくから。奈津は向こうでテレビでも見てて」

「でも……」

「そうだ。……これ、忘れないうちにね」

　そう言うと、中里はジーンズのポケットからあのチョーカーを再び取り出す。

　忘れかけていたものの存在に、奈津はびくんと肩かたを竦すくませた。

「そんな顔してもダメだよ」

「そんな顔って……どんな顔だよ」

「許してって顔。可か愛わいいけど、ダメ」

　中里の長い指が、再び素す早ばやく奈津の首にチョーカーをはめる。あの鈴すずの音が、また、ちりんと鳴った。

　中里のモノであるという証あかし。飼われているということを、忘れないための。

「どうして……」

　奈津は中里を見上げ、泣きそうな瞳ひとみで呟つぶやく。

　こんなことをしなければ、中里のことをもっと素直に好きになれるのに。

　中里は本当に優やさしい。だけど、今の奈津には、その優しさをわだかまりなく受け止めることができない。

　それが苦しくて。

「どうして……こんなこと、するの……？」

　そう呟いた途と端たん、奈津の顎あごが持ち上げられ、零こぼれかけた涙なみだを中里のキスが拭ぬぐい取った。

　そして、あの何もかもを見み透すかす瞳で、奈津をまっすぐに見み詰つめる。

　立っていることも覚おぼ束つかなくなりそうな、射い貫ぬかれて、何もかもを投げ出したくなるような瞳に、奈津は眩暈めまいがしそうだった。

「奈津が好きだから。奈津のことを全部、俺のものにしたいからだよ」

「……わかんない！」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっとわかるから。……俺が教えてあげる。奈津」

　繰くり返される接吻くちづけに、気が遠くなる。

　頰ほおに、こめかみに、目元に、唇くちびるに。数え切れないほど、唇で触ふれられ、中里の舌先が甘く嬲なぶる。

　優しく甘いのに、容よう赦しやなく激しいその接吻けは、中里そのものみたいだと、奈津は思った。







　それから数日、日々は穏おだやかに過ぎた。

　中里は本当にマメで優しくて、奈津のことを構うのが楽しくて仕方がないようにあれこれと甲か斐い甲が斐いしく世話してくれる。

　それでいて、奈津が勉強をしている間や、一人でいたい時間には絶対に邪魔をせず、自分も黙もく々もくと仕事をしていたりもする。

　他人と同じ家に住む、ということで、多少のわずらわしさを覚かく悟ごしていた奈津としては、拍ひよう子し抜けするほどに、この生活はスムーズだった。

　それもおそらくは、中里が充じゆう分ぶんに大人であり、奈津を許容するだけの余よ裕ゆうがあったからだろう。

　とはいえ、チョーカーは首にはめられたままだし、お風ふ呂ろに入れたがったり食事を食べさせたがったりするのも相変わらずだが、奈津も文句を言いつつも少しずつそれを受け入れてしまっている自分に気づいていた。

　しかし、逃にげ出す計画を完全に諦あきらめたわけではない。今はまだ、大人しいフリをして、中里のことを探さぐっている状態だった。




　中里は起きるとまず、育てている観葉植物を見て廻まわる。ひとつひとつの状態を確かめ、世話をして、それから奈津と自分の朝食を作ってくれるのだ。

　それから、その日の予定を教えてくれるが、だいたいは仕事だ。午前中はずっとリビングにはラジオが流れているが、お昼近くなりＤＪが騒さわがしくなり始めると、ＣＤに切り替かえている。テレビは嫌きらいなようで、ほとんど見ていない。たまに夜、衛星放送の映画やドキュメンタリーを見る程度だ。

　初めてあった時にもらったミントは、本当に好物らしく、台所にも仕事場にも大量にストックしてあるのを見かけた。特に仕事中はよく食べているらしく、隣となりの部屋にいると時折かちゃかちゃとミントの箱を振ふる音がきこえた。

　電話はあまりしていない。携けい帯たいは持っているらしいが、用件はほとんどメールで済ましてしまっているようだった。

　外出は午後に一度、買い物に行くことがある。奈津はほとんど留守番だ。その間に、取られた携帯電話を取り返そうかと思ったが、生あい憎にく保管していると思われる中里の仕事部屋は鍵かぎがかけられていた。ネットと繫つながっているのもこの部屋のＰＣだけなので、これでは奈津には手も足もでない。

　中里の留守中にこっそり出て行くことも考えたが、このチョーカーつきではそれも躊躇ためらわれた。

　それに、どうも彼はすぐ近くのスーパーで買い物を済ませてくるらしく、三十分もしないうちに帰ってきてしまう。これでは、すぐに捕つかまってしまうだろう。

　奈津はノートにいくつかの逃とう亡ぼう計画を立て、何度もシミュレーションしてみた。だが、どれも今一歩確実性に欠け、奈津は考え込んでしまうのだった。

　そんなある日のことだった。

「奈津、今日の予定ってもう決まってる？」

　朝食のトーストとスクランブルエッグを奈津の前に置きながら、中里がそう切り出した。

「特には……今日は英語と数学やるつもりだけど」

「そか。じゃあ、海に行かない？」

「海？」

「うん。受験生だからって、毎日勉強じゃ息がつまるでしょ？　少しは太陽にあたって運動したほうが、身体からだにもいいしね。遊びにいこう？」

「…………いい、けど。俺、海パンなんて持ってきてないよ」

「途と中ちゆうで買おう。選んであげる」

「変なの買うなよ！」

「さぁね？」

　念のために奈津が釘くぎをさすと、中里は楽しそうに笑ってそう答えた。

「絶対やだからな！　普ふ通つうのじゃないと！」

「わかってるってば。普通のにする。……ギリギリのビキニタイプとか想像した？」

　その通りなのだが、はっきりと言われるとなんだか照れくさい。奈津はトーストのはじにかじりつきながら、軽く中里を睨にらんだ。しかし、睨まれている当人は、『可か愛わいくて仕方がない』というように、目を細めているだけだ。

「そんなの買わないってば。……奈津のいやらしい格好なんて、俺だけが知ってればいいの。でしょ？」

「あんただって知らなくていいよ！」

　真っ赤になって怒ど鳴なる奈津に、中里はくすくすと笑っていた。

「じゃあ、食べたら出かけよう。日帰りだからそんなに遠出はできないけどね。そうだ。御お弁べん当とうもってこうか？　奈津はおにぎりとサンドイッチ、どっちがいい？」

「ど……」

　どちらでもいい、と、答えかけて、奈津は慌あわててやめた。

　そんなことを言えばこの男は、また色々なおにぎりとサンドイッチを、大量に作りかねないのだから。

「……おにぎりがいい」

「そう。じゃ、梅干は平気？　夏だから足が速いし、やっぱり腐くさりにくいものじゃないとね」

「大丈夫」

「よかった」

　頷うなずいた中里は、優ゆう雅がな手つきで自分も食事を始めた。

　最初に出会った披ひ露ろう宴えんの時も思ったのだが、中里は綺き麗れいに食事をする。

　マナーがいいというだけではなくて、がつがつしていないというか、ゆっくりと食べることを楽しむように、気持ちのよい食べ方をするのだ。

　とはいえ、中里と出会うまで、食べ方に気持ちのいいも悪いもないと奈津は思っていた。振り返って自分を考えると、あまり見ていて気持ちのいいものではなかったと奈津は反省する。食べもしないものを箸はしでむやみにつつきまわしたり、そもそも気持ちが食事に向いていないのだから。

　相変わらず沢たく山さんのものを食べることは苦手だったが、それでも奈津は作ってくれる中里に対しても感謝しているし、人を不快にさせるかもしれないと気づいた以上は、食事の仕方を変えるように気をつけていた。

　そうすると不思議なもので、少しずつ奈津にも美お味いしいと感じることが増えてきた。

　自分でも知らなかった好き嫌いを見つけるのは、なんだか新しい発見のようで、奈津にとってもそれは新しん鮮せんな経験だった。

「そうだ。御弁当作るのは、奈津にも少し手伝ってもらおうかな」

「え？……いいけど、俺、調理実習くらいしかやったことないよ」

「それで充分」

「中里は料理上う手まいよな。趣しゆ味みなの？」

「うーん……っていうより、単に必要だったから」

「そうなんだ？」

　奈津は中里の家のことはあまりよく知らない。姉の結けつ婚こん相手の家の事情など、高校生の奈津にとっては関係のないことだ。

「うち、母親いないから。兄貴は勉強で忙いそがしくしてたし、親おや父じは働いてるでしょ？　だから、俺がずっと家事やってたんだよね」

「そう……なんだ。今は、お父さんは？」

「三年前に亡なくなった。食道癌がんだったかな」

「……ごめん」

「謝ることじゃないよ。俺も専門入るときにこっちで一人暮らし始めたから、ほとんど会ってなかったし」

　奈津は俯うつむきながら、なんとなく姉がすぐに結婚を決めた理由にも得心がいった気がした。舅しゆうとたちの面めん倒どうを見る必要がないというのは、姉にとってはさぞかし魅み力りよく的だったろう。

「でも今は、料理できるようになっててよかったと思うけどね。食事っていうのは、自分の身体からだを作ることだから。お腹なか一いつ杯ぱいにすることじゃなくてね、今足りない栄養素を補って、よりよく調節していくことが『食事』なんだよ」

「あ、だから……」

　奈津には卵にベーコンがついているが、中里にはない。言われてみれば、食事のときに、微び妙みようにメニューが違ちがうことに奈津も気づいていた。

「奈津はまだ若いし、身体を作ってる途中だからね。エネルギーや栄養は多いほうがいいの」

　中里はそう微ほほ笑えんで、紅茶を飲む。

「……そういう風に、考えたことなかった」

　奈津にとっては、食べることは、家族との時間を強制させられる拘こう束そく時間でしかなかった。それを楽しむだとか、考えるということなど、したことがない。

「それと、今はもうひとつ良かったって思うことがあるな」

「何？」

「奈津に美味しいもの食べさせてあげられるから」

　そう言って微笑む中里は、本当に心から嬉うれしそうで、奈津は困っておし黙だまってしまった。

「奈津？」

「……どうして、そんなこと言えるんだよ」

「だって、本当のことだから。奈津のこと、大好きだからね」

「だから！　どうして、好きなんて言えるんだよ。まだ一いつ緒しよに過ごしてほとんど日もたってないのに」

　彼の言葉が信じられなくて、奈津の言葉はつい刺とげ々とげしいものになってしまう。けれども、中里は気分を害した風もなく、穏おだやかに答える。

「さぁ、なんでだろうね？」

「……理由もないのに、好きだなんて言うなよ」

「でも、好きだよ？」

　中里の声は相変わらず耳に心ここ地ちよくて、柔らかな言葉は、まるで歌のように奈津の心に響ひびく。

「一昨日おとといより、昨日のほうが好き。昨日より、今日のほうがずっと好きだよ」

「…………」

　まるで春先の雨みたいに。暖かな雫しずくのように降り注ぐ中里の言葉が、奈津の内側に深く深く染しみ込んでいく。

「奈津のことが、大好き」

「……そんなに、好き好き言うと、ありがたみなくなる」

「じゃあ英語で言おうか？　それともフランス語？」

「いいから！　もぉ、ご馳ち走そう様！」

「そうやって照れるとこも好き」

　立ち上がった奈津に、追い討うちをかけるように中里は言う。

「中里！」

「口閉じてほしい？」

　うん、と、奈津は首まで真っ赤にして頷いた。本当に、これ以上言われたら、熱がでてしまいそうだ。しかし、中里の次の言葉は、奈津の予想をはるかに超こえていた。

「じゃあ、キスして？」

「なんでそうなるんだよ！」

「口閉じてほしいんでしょ？　ね、ほら。キスしてくれないと、ずっと言うよ？　好き、奈津、大好き」

（あああもおおお!!）

　背に腹は代えられないというか、奈津は仕方なく中里の横に立つと、屈かがみ込んで軽いキスをした。

　どっちに転んでも恥はずかしいけれども、キスなら一いつ瞬しゆんで済むから。

　しかし、離はなれようとした奈津の首の後ろをぐいっとつかみ、中里は唇くちびるの触ふれるギリギリで囁ささやいた。

「それじゃダメ。塞ふさぐっていうのは、ちゃんとこうしないと……」

「！」

　唇が触れ合い、僅わずかな隙すき間まもないほどに密着する。そうかと思えば、柔やわらかな舌が奈津の唇をこじ開け、甘く舌先が絡からみ合った。

「……んぅっ」

　吐と息いきごと強く吸い上げられ、舌のつけ根が鈍にぶく痛む。中里の歯に軽く挟はさまれた舌先を、彼の舌先がくすぐるいやらしい感かん触しよくに、奈津の腕うでに鳥とり肌はだがたった。

「……はぁ……っ」

　ようやく唇が離れると、奈津は大きく息をついた。濡ぬれた唇を名な残ごり惜おしそうに中里の舌が舐なめる。

「ば、馬ば鹿かっ！」

「教えてあげたのに、馬鹿は酷ひどいな。……さて、じゃあ、御お弁べん当とう作ろうか」

　立ち上がると、中里はテーブルの上を片付けていく。

「……わかった。洗い物は俺がするよ」

「ありがと。……好きだよ」

「！　さっきもう言わないって言った！」

「だって奈津、ちゃんと塞がなかったでしょ」

（この～～、意地悪野や郎ろう！）

　ぬけぬけとそう言った中里の後ろ姿に、べーっと奈津が舌をだす。それが食器戸と棚だなのガラスに映っていたらしく、中里は肩かたを震ふるわせて笑いだした。

（……しまった……）

　我ながら子供っぽすぎた、と、奈津がばつの悪い顔をすると、中里は笑いをおさめ、柔らかく声をかける。

「おいで、奈津」

（……なんでだろう）

　そう呼ばれるのが、少しだけ嬉しい自分に、奈津は小首を傾かしげつつ、中里のほうへと一歩を踏ふみ出していた。










　到とう着ちやくしたのは、伊い豆ずの海辺だった。

　夏休み中だというのに、案外人は少なく、家族連れがおのおのに海の家や砂すな浜はまの上にビーチマットを敷しいてくつろいでいる。

　陽ひ射ざしは強く、海風が多少は涼すずしくしてくれるものの、立っているだけで汗あせが噴ふん出しゆつしてくる。奈津は、往ゆきにスポーツショップで買った腿もも丈たけの海水パンツに海の家で着き替がえると、パーカーを羽織った。

　チョーカーは家に置いてきた。久々に外すと、やはり少し違い和わ感を覚える。動いても鈴すずの音がしないことも。奈津は無意識に、時折首元に手をやってしまっていた。

　試ためしに砂浜に出てみると、充じゆう分ぶんに陽射しで熱せられた砂が、ビーチサンダルの底からも伝わってくる。とても素す足あしでは歩けないだろう。

　中里はサングラスを掛かけて、やはり丈の長めの海水パンツ姿だった。少ししか持ってこなかった貴重品が、水に濡れないように首から下げたプラスチックケースに収まっている。

　一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入るといっても、専もつぱら中里は洋服を着たままだったので、こうして彼のセミヌードを見るのは初めてに近い。

　案外着やせするタイプなのか、スポーツマンと言うほど運動をしていないにも拘かかわらず、その身体からだはしっかりと筋肉のついた均整のとれたものだった。横に並ぶと、あばらの浮ういた貧ひん弱じやくな胸むな板いたがなんだか恥ずかしくて、奈津は思わずパーカーを羽織ってきてしまったくらいなのだ。

「奈津、それ脱ぬいで」

「えっ!?」

　唐とう突とつにそう言われて、奈津は思わずパーカーを胸の前でかきよせてしまう。そんな仕草に苦く笑しようして、中里は鞄かばんから出した日焼け止めを軽く振ふって見せた。

「泳ぐ時は脱ぐでしょ？　だから、日焼け止め塗ぬっておかないと、夜辛つらいよ」

「ああ……そっか」

　納なつ得とくしてようやくパーカーを脱いだ奈津の耳元で、中里はそっと囁いた。

「こんなに人のいるとこでおかしな真ま似ねしないよ。……それとも、されたかったの？」

「！　そ、そんなわけないだろっ！」

　真っ赤になる奈津にくすくすと笑いながら、中里は奈津の背中に日焼け止めを塗り広げていく。特に肩のあたりを重点的に塗ると、奈津に日焼け止めのボトルを渡わたした。

「前は自分で塗りたいでしょ？」

「当たり前だよっ！」

　引ひっ手た繰くるようにそれを受け取ると、奈津は慌あわてて日焼け止めを塗った。乳液状の液体が、肌に微かすかにひんやりとする。だがそれも、熱く焼けた空気にあっという間に奪うばい去られてしまった。

「じゃ、俺もお願い」

　そう言って、中里は奈津に背中を向けて座った。その背中に、奈津はしぶしぶ日焼け止めを塗ってやる。

　こうして手で触れていると、ますます中里が案外いい身体をしていることがわかってしまう。指にあたる柔らかい筋肉は、中里が微かに動くたびに堅かたくなり、手の下で隆りゆう起きした。奈津よりずっと広い背中は、しっかりとした男のものだ。

「奈津？」

　肩越ごしに振り返るサングラスの下の瞳ひとみに、奈津はどきっとして思わず手に力を込めてしまう。柔らかなプラスチックボトルの容器から、その途と端たん白い日焼け止めが飛び散ってしまった。

「あ！」

　膝ひざのあたりを白いものでべたべたにしてしまった奈津が、情けない声を出す。

「……なんか、えっちな景色」

「なに考えてるんだよ！」

「え～？　ヒミツだよ」

　馬鹿、と小声で呟つぶやいて、奈津は仕方なく膝に落ちた分はその肌の上に塗り広げた。その間に中里は放ほうり出されたボトルを手に取ると、腕や肩に塗っていく。そんな何気ない仕草でさえ様になっているのだから、まったく奈津は嫌いやになってしまう。

「じゃあ、泳いでこよっか」

　彼の後ろを歩いていても、海岸にいる女性たちの視線が痛いほど突つき刺ささってくるのがわかる。だが、中里は慣れているのか気にならないのか、一向に気にしていない。

「サンダル履はいたまま？」

「そのほうがいいよ。砂で足の裏火傷やけどするかもしれないし、海の中もガラスとか硬いものが転がってるかもしれないからね」

　なるほど、と思い、奈津はそのまま打ち寄せる波に足を浸ひたした。冷たい海水が気持ちいい。

　素肌の肩や背中には、痛いくらい夏の陽射しが熱かった。確かに日焼け止めは必要だったと奈津は思う。そうでなければ、今夜あたりは一晩軽い火傷で苦しんだかもしれない。

「気持ちいいよ、ほら、こっちおいで」

　中里はすでに腰こしまで海につかり、奈津を呼んでいる。

　大人しくそちらにいくと、いきなり中里は両手に水をすくい、奈津に向かって跳はね上げた。水すい滴てきが太陽にキラキラと光り、奈津は上半身をぐっしょりと濡ぬらしてしまう。けれどそれが、冷たくて気持ちが良かった。

　お返しとばかりに、奈津もまた中里に水をかける。まるで仔こ犬いぬが戯たわむれるように、二人は暫しばしそうしてじゃれていた。

　水に入ると、なんとなく嬉うれしくなってしまうのは何な故ぜだろう。頭から水を滴したたらせながら、気がつけば奈津は声をあげて笑っていた。

　ふと悪戯いたずら心をおこし、中里が目を離はなしている隙すきに、奈津はきつく目を閉じると、人のいない方向に向かって泳いでいく。急に姿が見えなくなったら、中里がどうするだろうと思ったのだ。

　だが、その作戦は失敗した。何故なら、海の底は急に深くなり、潜せん水すいをやめて立とうとした奈津の足は、空むなしく水中を搔かいた。

「うわっ！」

　息がぎりぎりだった上に、突とつ然ぜんのことに奈津は慌て、一いつ瞬しゆん溺おぼれそうになってしまう。そんな奈津の身体を、がしっと中里の腕うでが受け止めた。咄とつ嗟さに奈津は彼の肩に腕をまわし、縋すがりつく。

「大だい丈じよう夫ぶ？　奈津」

　笑われる……と思いきや、中里は真しん剣けんに心配そうな顔をしていた。なんとか彼は足がつくのか、二人で波に揺ゆられながらも、ようやく奈津は安定して顔を水面に出すことができた。

「へ、平気……」

「よかった。潜もぐりたいなら、ゴーグル貸してあげる。待ってて」

　中里はそう言うと、足のつく場所まで奈津を連れて行き、一いつ旦たん海の家に戻もどって行った。

　その後ろ姿を、奈津は無言で見送っていた。

　すぐに戻ってきた中里を、波打ち際ぎわまで迎むかえた奈津は、じっと中里の顔を見上げる。

「ちょっとゆるかったらなおすから、一度かけてみて。……奈津？　どうしたの？」

　何かを思いつめた子供の顔に、中里は小首を傾げて問い掛かける。

　サングラス越ごしのその瞳を見つめ、奈津はようやく口を開いた。

「ありがとう。助かった」

「……どういたしまして」

　中里はそう答えると、素早く奈津の頰ほおにキスをした。

「な！」

「しょっぱいね」

　誰だれか見てたらどうするんだ！　と慌てる奈津に対して、中里は見られていても平気だもん、という顔でいる。

「じゃあ俺は少し戻ってるから。あんまり沖おきに出ちゃだめだよ。さっきみたいにいきなり深くなったりするから」

「うん」

　奈津は素直に受け取ると、ゴーグルをはめた。頭の小さい奈津には少しだけゆるいそれを、中里の長い指が調節してくれる。ぴったりとあったところで、奈津は海に向かって走っていった。その後ろ姿を見守る彼の視線を感じながら。

　海に潜ると、先ほどは気がつかなかったけれども、砂すな浜はまはすぐに終わり、ごつごつした岩の重なった海底になる。丁度そのあたりから、突然深くなっているようだった。岩の間に隠かくれるようにして、ぼんやりと動くものが見える。奈津の視力でははっきりとは見られないが、潜ってみるとそれはカニだった。他ほかにも、小さな魚が幾いくつも目の前を素早くすり抜ぬけていく。

　いつの間にか熱くなっていた首筋が、潜る度たびにひんやりとする。海も上のほうは暖められているのに、少し潜ると水はずっと冷たくなるようだった。

　こんな風に海にくるのは、久しぶりだった。楓子は高校生あたりから日焼けするのは嫌だといって来なくなったし、愛美は泳ぐなどということはもってのほかだったからだ。

　海面で波に揺られながら岸を見ると、いつの間に借りたのか、中里がビーチパラソルの下でビニールシートを敷しいてこちらを見ていた。奈津の視線にすぐに気づくと、手を振ふってくれる。それに大きく手を振り返して、奈津はまた海に潜った。

　暫しばらくして、両手がだるくなってきた頃ころ、奈津はようやく浜はま辺べに戻った。すっかり身体からだは冷えて、先ほどは熱くてたまらなかった陽ひ射ざしが、逆に暖かく感じる。

「よく泳いでたね。シュノーケルも持ってくればよかったかな」

「ううん、いいよ。これで充じゆう分ぶん」

「そう。よかった。……じゃ、遅おそくなったけど、お昼にしようか」

　中里はそう言うと、御お弁べん当とうを広げ始めた。甘めの卵焼きと、ソーセージと、のりを巻いたおにぎり。

「奈津、おつかい頼たのんでもいい？」

「うん」

「じゃあ、俺にはビールお願い」

　中里から千円札を受け取ると、奈津は足早に砂浜をかけていく。湿しめった足に砂が絡みつき、早くは走れなかったけれども、そのもどかしさすらなんだか楽しかった。

　海の家でやけに高いウーロン茶とビールを買うと、冷たいそれを手に奈津はパラソルに戻っていく。すると中里は、女子大生ぐらいの女性たちと話しているところだった。

「連れが来たので、じゃあ」

　にこやかに、それでいて強ごう引いんに話を打ち切ると、中里は奈津に向き直った。挑ちよう発はつ的な白いビキニとチェックのワンピースの二人組は、奈津に一瞬攻こう撃げき的な視線を向けたが、すぐに背を向けて歩き出していった。

「どうしたの？」

「この辺で景色のいいとこ知らないかって。でも俺、地元じゃないしね。わからないですって答えた」

「そう」

　そんなの口実に決まっている。単なるナンパだということは、奈津でもわかっていた。当然だろうとは思うが、なんだかおもしろくないのも確かだ。

「奈津」

「何？」

「ごめんね」

「別に……謝ることじゃないだろ」

　どこかつっけんどんにそう答えつつビールを突つき出すようにして渡わたすと、中里は出し抜けにその手をとり、奈津の手の甲こうにキスをした。

「！」

「だって、不ふ愉ゆ快かいだったんでしょ？　だから、謝るよ。ごめんね」

「も、もういいよっ！　仕方ないことだし」

「仕方ないって、なんで？」

「そりゃ、あんたがかっこいいから……」

　思わずつられるようにしてそう口走ってしまった奈津は、はっとして片手で口を塞ふさいだが、もう遅い。

「嬉しいなぁ、ありがとう」

　中里は一転してご機き嫌げんになり、サングラス越しの目を細めて笑っていた。

「じゃ、ご飯にしよっか」

（…………なんだろう、まったく）

　かっこいい、なんて、きっと死ぬほど言われ慣れているだろうに。

　それなのに、中里は奈津がそう言っただけで、嬉しくてたまらないように笑ってみせる。

　きっとこんな笑え顔がおは、世界中で自分だけしか知らないのだろう。

　…………正直にいえば、それは悪くない感じだった。

　おにぎりは、梅干と、こんぶ。その中でも、ひどくこぶりな俵形のものがいくつかある。奈津が作ったものだ。

　ただでさえ慣れていない上に、手が小さいので、上手に三角の角が作れなかったのだ。

　みっともないから先に食べてしまおうとしたのに、中里はさっさとそれを選んで食べてしまう。

「いーよ、やめろってば！」

「なんで？　奈津が作ったんだから、食べさせてよ」

「……別に味なんて一いつ緒しよだろ」

　誰が作っても材料は一緒なのだから、たいした差なんてある筈はずもない。けれども中里は、首を横に振った。

「手で作ったものなんだから、味は変わるよ。機械で作ったコンビニのと、人のじゃ全然違ちがうでしょう？　人によっても変わるんだよ」

「だったら余計……」

　中里が作ったもののほうが美お味いしいに決まってる。けれども、中里はそんな奈津の口にウインナーをほうりこんで塞いでしまった。

「奈津のが食べたいの」

　そんな風に言われたら、黙だまり込むしかない。

「美味しいよ、ほんとに」

「……俺はあんたのが美味しいけど」

「そう？　よかった。ありがとう」

　奈津は優やさしいね。そう言って、中里は濡ぬれた奈津の髪かみを撫なでた。

　海水がまだ残る唇くちびるで食べた食事は、いつもより少しだけしょっぱかったけれども、奈津にとってはこんなに美味しい御弁当は初めてだった。

　こうして出かけて、こんなに誰かに見守られていたことなんてなかった。

　どうしたって両親は身体の弱い妹にかかりきりで、奈津は一人で遊ぶのが普ふ通つうだった。

　こんな風にべったりと甘やかされたことなんて、ない。

　恥はずかしさに居たたまれなくなるほど、「好き」と囁ささやかれたことも。

　いつでも、中里は見ていてくれる。振り返れば、そこにいてくれるのだ。

　…………だけど。

　奈津には、心のどこかでそれが信じきれない。どうしてそんなことをしてくれるのか、理由がわからないから。いくら「好き」と言われても、わからなくなるばかりだった。

　嬉うれしいけれども、……それは認めるけれども、それと同じだけ、戸と惑まどいも大きくなる。

　自分がしてあげられることなど、何もないのに。奈津は弱くてちっぽけで、なんの力もない。勉強ができるくらいがとりえだけれども、そんなことが中里のプラスになるとも思えなかった。

　早く、逃にげ出さなきゃ。

　日に日に、そんな思いが強くなる。居い心ごこ地ちがいいと思えば思うだけ、ここにいてはいけないと奈津は思う。

　チョーカーをされて、飼われているという状態に不満があるからだけじゃない。

　────自分に、そんな価値があるなんて思えないからだ。

「ゴミ捨ててくるね」

　だから。そう言って歩き出した中里の背中を見送ったとき、奈津は「今しかない」と思った。

　ここから逃げ出すのだ。

　中里の前から、逃げなきゃいけない。

　奈津は半ば突つき動かされるようにして、パーカーとタオルを素す早ばやく摑つかむと、その場を離はなれた。

「ちょっと、お手洗いいってくる！」

　中里には、そう言っておいた。すぐには探されないためだ。

　海岸の防ぼう波は堤ていを登り、大きな道にでる。観光客を待っているのか、タクシーは、すぐに見つかった。

　パーカーを羽織り、念のためタオルを敷いてからシートに座る。

「どこまで？」

「東京までお願いします」

　あからさまに所持金のなさそうな少年の言葉に、運転手は怪け訝げんな顔をしたが、奈津は慌あわてて言った。

「家についたら、必ずお支し払はらいしますから。お願いします。急いでるんです！……えと、緑みどりタクシーの鈴すず木きさんですね」

　わざと名前を呼んだのは、何かあったときに会社に連れん絡らくしてクレームを言うぞ、という言外の脅おどしだった。それを察知した運転手は、まだ何か訝いぶかしげな表情をしつつも、車を出した。

　中里が奈津がいないことに気づくまでの時間。それと、奈津がどうやってここから逃げたのかを推測する時間。その合計時間が、奈津に与あたえられた猶ゆう予よだ。

（家まで間に合いますように……！）

　マンションにつけば、大家に鍵かぎを借りられる。すぐに連絡がつかなければ、新の家に行けばいいだろう。彼の家は商売をしているから、夏休みだといっても旅行などの長期の不在は確かしない筈だった。

　心臓がどきどきする。

　タクシーが高速に乗り、東京が近づいてくるにつれ、心臓はさらにやかましくなるようだった。

　間に合うだろうかという焦あせりと、それから、少しの罪悪感が奈津の胸を締しめ付ける。

（……だけど、俺は悪くないし。あんなことする、あいつが悪いんだから……！）

　そう心の中で何度も奈津は呟つぶやいていた。

　まるで、自分に言い聞かせるように。







　渋じゆう滞たいを抜ぬけて見慣れた我が家に辿りついたとき、すでに太陽は西に傾かたむき始めていた。夕焼けにあんなにも青かった空が、燃えるようなオレンジに染められている。反対に、東の空は、深い夜の藍あい色に変化しつつあった。

「お客さん！」

　呼ばれて、奈津ははっとして顔を上げた。料金メーターを見ると、五桁けたの数字が並んでいる。部屋にもしもの時にと貯ためておいたへそくりで、なんとか賄まかなえる金額で、奈津はほっと息をつき、胸をなでおろした。

「今すぐ、お金持ってきますから。待っててください」

　奈津はそう言うと、タクシーの開いたドアから飛び出した。しかし、焦るあまり前をよく見ていなかった奈津は、すぐにどんっと人にぶつかってしまった。

「あ、すみま……！」

「運転手さん。これ、お金です。ありがとうございました」

　聞きなれた、テノールの声。

　だけど今は、うっとりするような優しい響ひびきではなく、どこか空恐おそろしく感じられる。

「おつりは結構です」

「や、こりゃどうも。ありがたく頂ちよう戴だいします」

　運転手はドアを閉じると、運転記録に書き付けてから、車を再発進させた。

　奈津はへびに睨にらまれたかえるのように動けずに、まだ砂のついている自分の爪つま先さきのあたりをじっと見つめていた。

　まさかこんなに早く追いつかれるなんて、思わなかった。

「……奈津」

　名前を呼ばれ、びくっと肩を竦すくませる。殴なぐられるかもしれない。そんな風に怯おびえた奈津の身体からだを、中里は強く抱だき寄せた。

「馬ば鹿か……心配したんだからな……っ」

　いつになく荒あらっぽい中里の口調に、彼が本当に心を痛めていたことが奈津にもわかる。痛いくらいに食い込んでくる指も、切なげな吐と息いきも、中里の全すべてが奈津を求めていた。

　ようやく見上げた顔は苦しそうに歪ゆがめられていて、奈津は自分のしたことが、どれだけ彼を傷つけたのか嫌いやでも思い知らされる。

　奈津の胸が痛くなる。ぎりぎりと、締め付けられるみたいに。多分これは、中里の辛つらさが、指先を通じて奈津にまで伝わっているのだ。

「……そんなに、俺が嫌だった？　俺のことを、信じられない？」

「…………」

　抱きしめたまま、奈津の耳元で囁く中里の声は、苦く掠かすれていた。

「俺は今日楽しかったよ。楽しそうに笑ってる奈津の顔が見られて。……だけどあれは、奈津は逃げ出そうと決めてたから、あんなにはしゃいでいたの？」

「違ちがう！」

　奈津はそれについてはきっぱりと否定した。

「ホントに楽しかった！……それは噓うそじゃないよ」

　しかし、中里は何も言わずに、じっと奈津を見つめている。夕方になってサングラスを外したのか、その瞳ひとみの力に奈津は抗あらがえないように、おずおずと口を開いた。

「……ごめん、なさい。ごめんなさい、ごめんなさい！」

　声にして謝ると、本当に自分が悪いことをしたのだと改めて感じさせられるようで、奈津は気づけばぼろぼろと涙なみだを零こぼしていた。

「泣かなくてもいいよ。……だけど、お仕置きはするからね？」

　その言葉に、奈津の身体の奥がぞくりと甘く疼うずいた。

「さ、車に乗って。……夕食は、外で食べて帰ろう」

　奈津はこくんと頷うなずいた。

　すっかり身体は乾かわいていたが、まだ潮でべたべたする。マンションの前に横付けされていたブルーのプリウスの助手席に乗ると、中里は車を出した。

「……奈津」

「何？」

　赤信号で止まった時、中里は奈津にぞくりとするような流し目で、信じられないことを言った。

「一人でできる？」

「…………何を？」

　その意図するところは奈津にもうっすらとわかっていたが、信じたくない思いであえてそう問い返す。

「自じ慰い。一人でしてみせて」

「……や、やだよっ、そんなこと！」

「お仕置きなんだから、しなさい」

　中里の言葉は優やさしいけれども、その口調は絶対の命令だった。

「それとも、車の外でお尻しり叩たたかれるほうがいいの？」

「やだっ！」

「じゃあ、ちゃんとやりなさい」

「…………」

　奈津は涙目で黙だまりこくった。痛いのも嫌だけれど、人に見られるほうがもっと嫌だ。それならまだ、車内での行こう為いのほうが、人目には晒さらされずに済む。

「奈津」

　名前を呼ばれて、さらに促うながされ、奈津はしぶしぶと己おのれの下か肢しに指を伸のばした。

　信号が青になり、車が走り出す。ハンドルを切る中里の横で、奈津はおそるおそる、海パンの中に手を忍しのばせた。

　そこで、奈津は自分で驚おどろく。縮み上がっているとばかり思っていた奈津のソレは、僅わずかにもう熱くなり始めていた。

「……パンツは下ろして。じゃないと、見えない」

「…………」

　逆らえないのはもうわかっている。奈津はまだ湿しめっている海パンを膝ひざまでずらし、自分のモノを右手で包んだ。

「普ふ段だんしてるみたいにしていいよ」

　ごく、と唾つばを飲み込んだ自分の音が、やけに耳につく。小さく鼻をすすりあげて、奈津はしぶしぶ手を動かし始めた。

「……あれから一人でしたの？」

　中里が尋たずねる。

　あれ、とは、言うまでもなく、この間中里に抱かれた時のことだ。

　奈津は首を横に振ふった。それは噓ではない。いくら部屋が離はなれているといっても、中里と同じ屋根の下で、一人でする気になんてとてもなれなかった。

「そか。そうだよね。……一いつ杯ぱい出したもんね、あの時」

　中里の卑ひ猥わいな言葉に、奈津は嫌でもあの時のことを……その強い快楽までも、記き憶おくの底から無理矢理引きずり出されるように思い出してしまう。

　身体は震ふるえ、正直な部分が熱く疼うずきだす。軽く上下させると、じんわりとした快感が奈津の腰こしのあたりを甘く痺しびれさせた。

「奈津、初めてだったのに、声だしてよがってたよね。……いやらしい子だね」

「や……っ」

　恥はずかしくて、奈津は頑がん是ぜ無い子供のように首を振るが、中里はそんな様子にくすりと笑い、またあの凄せい絶ぜつな色気をたたえた流し目で、奈津の姿を嬲なぶるようにちらりと見つめる。

「違わないよ。……今だって、こんな誰だれが覗のぞくかわからない車の中で、一人で恥ずかしいところまるだしにして、自分の手でいやらしいことしてるんでしょ？」

「だって…………しろって……！」

「けど、感じてるのは奈津だよ」

　それを言われてしまうと、奈津にはもう逃にげ場がない。

「ほら……もう、こんなに濡ぬらして」

　車が止まった隙すきに、中里の左手が、奈津の先せん端たんを撫なでる。じんわりと滲にじみ始めていた透とう明めいな蜜みつが、中里の指先から糸をひいた。

「ひぁ……っ！」

　撫でられただけだというのに、奈津はびくんと身体を震わせ、左足が勝手に跳はね上がる。ずるずると背もたれにもたれかかり、奈津は大きく喘あえいだ。

「ぅく……っ」

「ちゃんと見てるよ、奈津」

　中里の視線に、手の動きを止めることができない。増していく快感に、奈津は半ば朦もう朧ろうとした瞳で、根元から上下する手の動きを速めていた。

「ん……ぁ……っ」

　閉じることができなくなった口から、無意識に濡れた声が吐息交じりに零れていく。桃もも色の先端はすっかり天を仰あおぎ、解放を求めるように鈴すず口ぐちから透明な涙を溢あふれさせていた。

　その時、急に中里が車を止めた。見ると、ファミリーレストランの一階の駐ちゆう車しや場のようだ。外を歩く人の姿に、奈津は慌あわてて手を止めた。

「え……」

　困こん惑わくした瞳で呆ぼう然ぜんと中里を見み詰つめる奈津に、鍵かぎを抜ぬいた中里は悠ゆう然ぜんと微ほほ笑えむ。

「食事していくって言ったでしょ？……じゃあこれ、イかないようにしとかないとね」

「やぁっ！」

　中里は髪かみを縛しばっていたゴムを手に取ると、奈津の震えるモノの根元に縛りつけた。中ちゆう途と半はん端ぱに塞せき止められた快感に、奈津の華きや奢しやな身体からだが大きく震える。

「じゃ、行こうか」

　ほとんど動けずにいる奈津のかわりに、海水パンツを穿はかせると、中里はさっさと車を降り、助手席のドアを開けた。その途と端たん、暑くなった外気がむっとしたが、奈津にはそんなことにかまう余よ裕ゆうすらなかった。

「……気をつけないと、勃たってるのわかっちゃうから気をつけて」

　奈津の肩かたを抱だいて囁ささやく中里に、奈津は羞しゆう恥ちに耳まで顔を赤く染めた。薄うす暗ぐらくなった駐車場を抜け、二階になっているファミリーレストランのドアをくぐる。

　気をつけていないと、敏びん感かんになった先端に海パンのざらざらとした素材があたるのすら刺し激げきになり、奈津はひどく不自由な仕草でゆっくりと歩く他ほかなかった。

　奈津にはクラブサンドイッチとスープを頼たのみ、中里はスパゲティを注文した。来るまでの間も、奈津は前かがみになったまま、気が気でない。縛られたままのそこは未いまだ熱を帯びて疼いているし、賑にぎやかに食事をする周囲の家族連れや学生たちに気づかれてはならないと、奈津は必死だった。

　なんとか半分だけ食べたサンドイッチも、ほとんど味なんてわからなかった。ただ、一刻も早く帰りたくて、奈津は涙なみだ目めで中里を睨にらむが、彼はゆっくりと食事をしていて、奈津を解放してはくれない。

　ようやく会計まで済ませ、車に戻もどった時、奈津はほとんど泣き出しそうだった。

「これ、解ほどいてよぉ……っ」

「ダメ。あともう少しで家だから、そうしたら楽にしてあげる」

　中里の言葉通り、店からマンションまでは五分程度の道のりだったが、奈津にとってはそれはとても長く感じられるものだった。

　とにかく早くイきたくて、苦しくて、気が変になってしまいそうだ。

　ようやく車が地下の駐車場につくと、中里はエンジンを切り、奈津に振り向いた。

「……中里ぉ……」

　名前を呼ぶ声が震えていた。そんな奈津に微笑むと、中里は奈津のパーカーのチャックを下おろし、いきなりまだ塩気の残る肌はだに口づける。感じやすい乳ち首くびを舌先で嬲られ、奈津は悲鳴をあげて背を反らした。

「あ……やっ」

　再びぐっと角度をあげたソレに、ぎゅうぎゅうとゴムが食い込む。その痛みに、奈津の目からまた新たな涙が零こぼれた。

「じゃあ、一度楽にしてあげようかな……」

　中里はそう呟つぶやくと、すでにその部分が勃ち上がっている海パンをぐいっと下ろし、奈津のモノのゴムを外しながら唇くちびるで触ふれた。

「やああっ！」

　充じゆう分ぶん感じやすくなっていたその部分を舐なめ上げる中里の熱い舌の感かん触しよくに、背骨のあたりが蕩とろけてしまいそうだ。声を抑おさえることも忘れ、奈津はようやく迎むかえられる絶頂に我を忘れていた。

　中里の髪に指を絡からめ、やめないで、と、細い指が無意識に強請ねだる。先端を口に含ふくみ、中里は幹に舌を這はわせながら、先端を上あごの裏に擦こすりつけるようにして唇を上下させた。時折強く吸い上げられると、奈津は甘い悲鳴をあげ、瘦やせた手足をつっぱらせる。

　完全に海パンを下ろしてしまうと、大きく中里に向かって足を広げさせられ、奈津は喘あえぎながら目をきつく閉じた。しかしそれでも、中里の声は容よう赦しやなく奈津を追い詰つめる。

「……イっちゃいそうだね。ほら、窓ガラスが奈津の息で曇くもってるよ。そんなに気持ちいい？……誰がくるかわからないとこで、足広げて、舐められてるの」

「………ぁっ！」

　一度顔をあげた中里は、ふと悪戯いたずらを思いついたようで、ダッシュボードからミントを取り出すと、一つ口に含んで、奥歯でがりりと嚙かみ砕くだいた。

「……何？」

　どうしてそんなことをしたのか、すぐには奈津はわからなかったが、その謎なぞはすぐに解けた。

　ミントを含んだまま再びしゃぶられ、奈津の敏感な粘ねん膜まくがひやりとした刺激を受ける。熱いのに冷たいその感じは、次し第だいに痛みすら伴ともなって、奈津はまたぐすぐすと泣き出していた。

　中里が少し唇を離して息を吹ふきかけると、冷たさはすぐに熱いような痛みに変わる。びくびくと手足を震わせる奈津が楽しくて仕方ないように、中里は暫しばし吐と息いきだけで奈津を責めた。

「も……や……、許してぇ……っ」

　奈津はぐらぐらと眩暈めまいのする頭で、必死に懇こん願がんした。甘い痛みはまるで毒のようで、奈津の全身は痺れたようにもう動くことすらできない。

「じゃあ、もう勝手に逃げたりしないね？」

「逃げない……も、しない……からぁっ」

　奈津の悲痛な声にようやく中里は息をかけることをやめると、放出を促うながすように右手で強く扱しごき上げた。奈津の濡れそぼった先端はすっぽりと口に含まれ、尖とがらせた舌が容赦なく責めたてる。

「や……あ……、ああ─────────っ！」

　奈津は悲鳴のような声をあげて、中里の口中に全すべて放っていた。

　ぐったりとした奈津に再び海パンを穿はかせると、中里は車を降り、奈津を抱かかえるようにして助手席から降ろしてやる。

「帰ったら、シャワー浴びようね、奈津」

　声を出すこともできず、奈津はただ頷うなずいた。まだミントが残っているのか、あの場所は冷たいような刺激に悩なやまされたままだ。

　ふらつく足取りで部屋に戻ると、そのままバスルームに連れて行かれる。バスタブのなかに座らされた奈津は、パーカーを脱ぬぎ、そのまま温かいシャワーを全身に浴びた。

　脱だつ力りよくした身体に、温かなお湯が心ここ地ちいい。バスタブに上半身を預け、ぐったりとする奈津の前に、服を脱いだ中里が膝ひざをついた。

「身体、洗っちゃおうね」

「…………」

　抵てい抗こうする気ももうなかった。大人しく腕うでを預けると、中里は泡あわ立だてたスポンジで、奈津の全身を洗っていく。流しっぱなしのシャワーが、肌の泡をすぐに洗い流し、流れていった。

「ここも……ね」

　スポンジを一度離はなすと、泡だらけになった中里の手が、奈津のモノに触れる。その途端、再び奈津の身体が電流が流れたかのようにびくりと震ふるえた。

「や……も、……っ」

　これ以上されたら、おかしくなってしまう。そう奈津は首を振ふるが、中里は許してはくれなかった。

「お仕置きはまだ全部終わってないよ。奈津」

　そう言うと、奈津の片足を胸につくほど折り曲げ、露あらわになった後ろの窄つぼまりにも泡を塗ぬり広げていく。覚えのある指の感触に、蕾つぼみは怯おびえつつも期待しているかのように、ひくひくと蠢うごめいた。

「ダメ……や……っ」

「泣いてもやめない」

　強ごう引いんな指が、奈津の内側に入り込む。石せつ鹼けんの滑ぬめりに助けられて、挿そう入にゆうはスムーズだった。ぞくりと奈津の腕に鳥肌がたち、音をたてて動く指に次第に性感が目覚めさせられていく。

「あ…………っ」

　中里の肩に縋すがりつき、奈津はぞくぞくと身体の内部から広がり始める快楽に震えた。こんなこと、嫌いやな筈はずなのに、身体ばかりが素す直なおに中里に向かって開いていくのだ。

　指が二本に増やされ、ばらばらに動く指先が時折掠かすめるように奈津の一番弱いところを刺し激げきする。そのたびに、奈津は悲鳴をあげて喉のどを反らせた。

　そんな素直な反応が、ますます男を喜ばせ、煽あおり立てているのだと奈津は気づかない。

　充分に滾たぎった中里の雄おすが、奈津の蕾に押し当てられる。少しずつ潜もぐり込んでくる切っ先の火傷やけどしそうな熱に、奈津は歯を食いしばった。

　だが、その痛みも、弱点を正確に突つき上げてくる中里の動きに、次第に快感にすりかわっていく。前を扱かれる直接的な快感とはまた違ちがう、疼うずくような、それでいて強きよう烈れつな刺激に、奈津はもう何も考えることができなかった。

　ただ、中里に縋りつき、溺おぼれまいとするかのように彼の名前を呼ぶことしかできない。

「奈津は、ここが好きなんだよね？」

「ああっ」

「ほら……嬉うれしいって、締しめ付けてくる。気持ちいいよ、奈津のここ……」

　掠れた声で囁ささやかれ、全身に漣さざなみのような恍こう惚こつとした痺しびれが走る。

「奈津も、気持ちいい……？　ね、教えて……」

　耳みみ朶たぶを強く嚙まれ、痛みにすら奈津は感じ入ってしまう。半ば中里の腿ももに乗り上げるような形で、腰こしを摑つかんで揺ゆさぶられながら、奈津は必死で答えていた。

「……は……っ……ぁ……気持ち、いい……いい、よぉ……っ」

　理性をかなぐり捨て、答える奈津が可か愛わいくてならないように、中里は目を細め、濡ぬれた奈津の頰ほおや首筋にキスを降らせた。時折きつく吸い上げ、赤い痕あとを残す中里に、奈津は小さく鳴いて、身み悶もだえをする。

「あ……や……も、でちゃう……っ」

　中里の指が、奈津に絡みつく。すでに充分に堅かたく勃たちあがっていたモノを扱かれ、前からも後ろからも与あたえられる逃のがれようのない刺激に、奈津は甘い悲鳴をあげて達してしまった。

　一度では足りないかのように、二度、三度と細腰が震え、白い蜜みつが一いつ杯ぱいに飛び散る。

「奈津……っ」

「ひぁ……ん、う……っ、は……ぁ……！」

　中里もまた、その動きをさらに速め、奈津を追い上げる。

　イったばかりの敏びん感かんな身体からだには苦しいほどの快感に、奈津は身を捩よじり、切なく喘あえいだ。

　大きく揺さぶられ、頭の中はもう真っ白だ。シャワーの音も、何もかも、全すべてが遠かった。ただ、彼の存在だけが、全身に満たされる。

　中里だけが、今は奈津の全てだった。

「愛してる……奈津」

「───────く……あ……ああんっ！」

　一ひと際きわ大きく、深く貫つらぬかれ、その迸ほとばしりを受け止める。

　放出した後も、暫しばらく中里はそのままで、放心して荒あらい息をつく奈津の顔のあちこちに、柔やわらかなキスを繰くり返した。

　少しずつ、意識が現実に戻もどってくる。

「奈津……偉えらかったね」

　奈津の身体を抱だきしめて、中里がそう囁く。

「……だけどもう、何も言わないでいなくなったりするのは、やめてほしい。本当に、心配したんだよ？」

　苦しげに、切なげに。中里は微かすかに顔を歪ゆがめ、奈津にそう言った。

　久野田の言葉が蘇よみがえる。

『──あいつは、寂さびしがりやだから』

　母親もいなくて。父親も兄も忙いそがしいなか、一人で生きてきた中里は、きっと奈津と同じように、ずっと寂しかったのだろう。

　家族はいても、孤こ独どくを感じる辛つらさ。

　それを誰だれよりも、奈津は良く知っている。

「奈津の姿が見えなくて……何かあったのかと思った。もしも怪け我がでもしてたらと思ったら、気が気じゃなかった……」

　そう言う中里の言葉に噓うそはない。一度だって、彼は自分に噓をついたことなどないのだ。

　指の痕が残りそうなほどきつく抱きしめられ、奈津は中里の心を今初めて見た気がした。

　不安なのは、彼も同じ。

　チョーカーをはめたのは、奈津が手元から離れないと、自分も安心したかったから。

『飼う』という言葉でないと安心できないほど、中里もまた、孤独だったのだ。




　温かなシャワーの雨。

　同じように温かな涙なみだが、奈津の頰を零こぼれ落ちていく。

　快楽のせいでも、痛みのせいでもない。それは、切ない涙だった。

「好きだよ、奈津。……好き」

　繰り返される言葉。優やさしいキス。

　……奈津はおずおずと中里の背中に腕うでをまわし、目を閉じた。

　許してもらえたことが嬉しかった。

　本当は嬉しいのだと……奈津にはわかっていた。

「ごめん………」




　この人のことが好きだ。

　多分、自分よりもずっと、大切。

　身体も大きく、大人だけれども、本当は寂しい彼を、守ってあげたいと奈津は強く思った。




　そんな優しい気持ちになったのは、生まれて初めてのことだった。




　優しいシャワーの雨に打たれながら、暫しばし二人は何も語らず、ただ、お互たがいの心までも包み込みたいかのように、その腕に彼を抱きしめていた。













　夏は駆かけ足で過ぎていく。

　二週間を過ぎる頃ころには、奈津は無理矢理に逃にげ出そうという計画をすでに諦あきらめていた。

　またあんな恥はずかしいことをされるのも嫌いやだったけれども、それ以上に……中里を、傷つけたくなかったからだ。

　その気持ちは中里にも伝わっていたらしく、ここ数日では、たまに中里は外出に奈津を連れ出すようになっていた。

　近所のスーパーでの買出しであったり、ちょっとしたドライブだったりしたのだが、それでも奈津は嬉しかった。

　外出が嬉しかったわけじゃない。中里が、自分を信じてくれていると感じられることが、奈津には嬉しかったのだ。

「……お茶、淹いれたけど、飲む？」

　中里の仕事部屋をノックすると、丁度彼は自分の携けい帯たい電話で通話中だった。奈津の姿に気づくと、中里は軽く手を振ふって、『そっちに行く』と小声で答えた。珍めずらしくしかめっつらで、電話に応答する声もどこか刺とげ々とげしい。

　ディスプレイには色鮮あざやかなカラーパレットと、新しい作品らしいものが浮うかび上がっている。中里の描かくものは、コミカルなものや機械的すぎるものでもなく、どちらかというと幻げん想そう的な作品だった。人間はほとんどモチーフになっていない。植物や動物がほとんどだった。

　手で描くことも好きなのだが、コンピューターの自由さと速さに惹ひかれて、今はこちらだけになっているらしい。

「中里は、仕事好きだよな」

　ふんわりとした不思議な紫むらさきに塗ぬられたバラを見つめ、奈津はぽつりと呟つぶやいた。

　電話を終えた中里が、保存をクリックしてから、椅い子すから立ち上がる。

「そうだね。でも、奈津のことも大好き」

「馬ば鹿か」

　照れ隠かくしに奈津はそう答えて、中里に背を向けた。

　中里は、自分の仕事が好きだ。絵を描くということそのものを、とても愛している。

　それは、ほんの二週間一いつ緒しよにいただけの奈津にも、すでによくわかっていた。

　集中してしまうと、徹てつ夜やも平気でしてしまう。それでもケロリとして翌朝奈津の朝食の用意などをしているところを見ると、タフなんだなぁ、と、心底感心する。

　そのくせ商売っけはまるでなくて、そのことを散々久野田に嘆なげかれているのも奈津はもう知っている。単に依い頼らいで作るだけのデザイナーではなくて、もっと芸術家として活動したらどうかと再三勧すすめているのに、当の中里はあまりそういったことに欲がないようだった。

　勿もつ体たいないと思う。自分と違ちがって、沢たく山さんの可能性が中里にはあると思うのに。

「どうしたの？　奈津」

「……ううん。さっきの電話、どうしたんだ？」

「別に……なんで？」

「だって、機き嫌げん悪いから」

　奈津が手て渡わたしたアイスカフェオレをストローも使わずにぐいっと飲んだ中里は、眉まゆ根ねをよせて答えた。

「久野田がくだらないこと引き受けてくるから」

　そう言うと、ややなげやりな手つきでポケットから出したミントを口にする。

「くだらないこと？」

「大阪でも個展をやらないかって。そんなの、東京だけで充じゆう分ぶんだろうに」

「個展？　やるの？」

「……やること自体はかまわないけど、今は嫌だ」

　どこか子供のように拗すねた口調で、中里は答え、どっかりとソファに腰こしをおろす。その隣となりに並んで奈津が座ると、突とつ然ぜんぎゅうっと長い腕で抱きしめられた。

「な、なんだよっ」

「来週の頭に一度大阪に行って、クライアントと会えって。……向こうが来ればいいじゃないか」

「中里ぉ」

　彼がこんな我わが儘ままをぐずぐずと言うのは本当に珍しくて、奈津は困ったように中里のさらさらの髪かみを撫なでた。

　久野田が中里の仕事として、よかれと思ってとってきた話であることは、奈津にだってわかる。それを無下に「嫌」で済ますのは、大人としてどうだろうか。

「来月ならいいよ。どこでも行くけどね」

「なんで来月なら……」

　そう口にして、奈津にはその理由がすぐにぴんときた。

「奈津と離はなれるの、嫌だから」

　中里はそう言うと、奈津の小さな唇くちびるを吸った。

「…………」

　その接吻くちづけに、奈津は動けなかった。

　キスの甘さのせいもあったけれども、もうひとつのことに、奈津は気づいてしまったからだ。

「そか……あと、二週間なんだ」

　言葉にすると、それはやけにリアルで、まるで他人のことのように聞こえた。

　奈津は、自分の家に帰る。もう中里と、一緒にはいられない。

「そうだよ。……嬉うれしい？」

　中里の問いかけに、奈津は困った顔をした。

　中里にチョーカーをはめられて、『飼われる』なんていう屈くつ辱じよくが終わるのは嬉しい。ようやく解放されることが、嬉しいに決まっている。

　……だけど、奈津は素す直なおに『うん』と答えることができなかった。

　それを何な故ぜかと考えることも、したくなかった。

「……まぁ、だからね。俺は少なくともその間は、大阪になんて行きたくないんだ」

　中里は深く追つい及きゆうすることはしないでくれたかわりにそう言うと、きゅっと奈津を強く抱だきしめた。

　そうしてすぐ間近で肌はだを感じていると、中里の匂においがする。他人の匂いなんて、奈津はこれまで強く意識したことがなかった。

　同じ年とし頃ごろの女子など、体たい臭しゆうを消そうと躍やつ起きになるものだが、奈津は中里の仄ほのかな匂いが好きだった。風ふ呂ろ上りなど、石せつ鹼けんに洗い流されて、少しだけつまらなく思う。

「で、奈津。これから出かけるんだったよね」

「あ、うん……ちょっと、家に一度行かないといけないから」

「一人でいかれる？」

　この問いかけは、やや奈津には意外だった。きょとんとしてしまう奈津に、中里は「ごめんね」と言う。

「駅までは送ってあげる。だから、一人でちゃんと戻もどってくること」

　口元には微ほほ笑えみを浮かべてはいるが、強い瞳ひとみでそう言う中里に、奈津は本能的に理解する。これは『命令』なのだと。自分の足で、一人でここに『帰ってくる』かどうかを、奈津は試ためされているのだ。

「……わかった」

　こくんと、奈津は頷うなずいた。

　中里がチョーカーを外す。ちりん、と、少しだけ寂さびしそうに鈴すずが鳴った。







　久しぶりに携帯電話を渡され、中里の番号を登録すると、奈津は電車に乗った。

　中里の最も寄よりの駅から、奈津の家までは、電車で三十分ほどかかる距きよ離りだ。

　久しぶりに一人で歩く町は、相変わらず鬱うつ陶とうしいほどの熱気だったけれども、どこか新しん鮮せんに感じた。

　セミの声がうるさく、陽ひ射ざしは肌に突つき刺ささるように熱い。空には入道雲が立ち上り、湿しめった温ぬるい風が強く吹ふく午後だった。夕立がくるかもしれない。奈津は空を見上げ、ぼんやりと思った。

　乾かわいたホームを歩き、奈津は軽い足取りで慣れた駅前商店街をぬけていく。

　最初は開放感をおぼえていた奈津だったが、駅につき、自宅に辿たどりつく頃ころには、その意識は少しずつ変化していた。

　ふと振ふり向いても、中里がいない。隣を歩く気配がない。見てくれている視線がない。

　……それはこんなに、寂しくなるようなことだったろうか。

　不意に気づいたその感情に、奈津は慌あわてた。

『奈津』

　歌うように、嬉しそうに、そう囁ささやく彼の声がないことが、どうしてこんなに心細いと思うのだろう。

（……馬鹿みたいだ、俺……）

　奈津はため息をつくと、家の鍵かぎで玄げん関かんを開け、部屋に入っていった。

　留守中もたまに換かん気きをしてくれと頼たのまれていたのに、すっかり忘れていたことと、中里が許可をくれなかったから、自宅に来るのは久々になってしまっていた。

　無人の家は、熱気がこもってむっとするようで、奈津は家中の窓を開けて、ふぅっと息をついた。

　こう暑くては、開けていても閉めていても気温などは同じように感じるが、新鮮な空気はまた違って感じられる。

　閉じ込められ、どんよりと澱よどんでいた空気が、徐じよ々じよに消えていく。

　奈津は額に浮うかんだ汗あせを拭ぬぐった。

　誰だれもおらず、きちんと整せい頓とんされた部屋は、まるでモデルルームのようなよそよそしさだ。

　けれどもそれに、奈津は別に違い和わ感をもたなかった。

　何故なら、昔から、奈津にとって家の景色とは、一枚隔へだてた空間でしかなかったからだ。そこの一部であったことなど、ない。

「……なんでだろう」

　奈津は小さく呟つぶやいた。

　自分には家があって、家族があって。座る場所も、決まった食器も、寝ねる場所も、全すべてが与あたえられていたのに。そこに奈津の居場所はなくて。いや、奈津の場所というよりも、『奈津』と言う名前の人形が、そこにいるだけのようだった。

　こんなに夏を暑いと感じることすら、奈津にとっては生まれて初めてのような気がしていた。

　床ゆかに座り、両足を抱かかえていると、じっとりと腕うでも背中も汗ばんでくるのがわかる。

　それは、不思議な心ここ地ちよさだった。

『生きている』と思えたから。

　中里に触ふれられた所が、熱い。身体中が、熱い。

　まるでそこから、生まれ変わっているように。

「……中里……」

　離れていても、側そばにいなくても、こんなに心は彼に囚とらわれている。

　チョーカーなどなくても、捕つかまってしまったのは自分。

　誰もいない部屋の中で、たった一人でしゃがみこみ、奈津はそんなことを強く感じていた。

（……だけど……）

　もう少ししたら、離れなければいけないのに。

　そう考えるだけで、今の奈津には震ふるえがくるほど怖こわかった。こんなに暑いはずの部屋で、奈津の背筋だけが氷を滑すべらしたかのように冷たくなる。

　そんな自分を持て余し、奈津はただ、暫しばらくそこに蹲うずくまったままでいた。







　あまりに汗をかいたので、一度シャワーを浴びてから、奈津は元通りに戸と締じまりをして、家を出た。

　商店街のあたりについた時、突とつ然ぜん奈津は呼び止められ、足を止めた。

「奈津！」

「……新」

　久しぶりの友人の姿に、奈津は微笑んだ。変わりない、元気そうな姿が嬉しかったのだ。

　だが、そんな奈津の笑え顔がおに、新は少し驚おどろいた顔をした。

「なんだよ、変な顔して」

「いや……別に。っていうかさ、お前、どうしたんだよ。電話かけたのに、全然繫つながらないし」

「あ」

　奈津は視線を泳がせた。そういえば、ずっと電源は切られたままだったらしい。不服そうに唇くちびるを尖とがらせる新に、奈津は「ごめん」と謝った。

「別れてすぐだったかな。うっかりして水に落としちゃって。壊こわれたまんまだったんだ」

「二週間も？　不便じゃなかったのかよ」

「だって俺、普ふ段だんからそんなに使わないじゃん。でも、心配かけたなら、悪かった」

「まぁ……いいけどよ。お前、前よりちょっと太ったろ？」

「え？……そうかな？　体重計乗ってないから、わかんないや」

　奈津はそう言って、自分の腕をしげしげと見つめた。肌の白さは相変わらずだが、そういえば少し肉がついた気がする。

「そうだって。……なんか、変わった。奈津」

「そんなことないって」

　奈津は少しだけ慌てて新の言葉を打ち消した。そんな誰の目にもわかるほど、自分は変わったなんて。いや、変えられてしまったなんて、思いたくなかった。

「ま、いいや。あのさ、夏休みの課題で、英語の磯いそ部べの課題あるだろ？」

　新はとくに気にした風もなく、話を続けてくれる。

「ああ、あの英訳ね。……見せてくれってんだろ」

「わかった？　あ、いやさ、自分でも頑がん張ばってんだけど、俺英語だけはどうにもちんぷんかんぷんだからさぁ……」

　恥はずかしそうに言い訳する新に、奈津はしょうがないなと、わざとため息をついてみせる。

「いーよ。わかった。だけど今持ってないから、今度でいい？」

「あ、できれば来週あたりがいいな。俺、来月は合宿あんだよ」

「わかった。連れん絡らくする」

「助かる」

　新はそう言って、拝むフリをした。ガタイの大きな新が、身を縮こまらせてお願いしている姿がなんだかおかしくて、奈津はつい笑ってしまった。

「……奈津さぁ」

「ん？　何。数学もほんとは見せてくれって？」

　茶化す奈津に、思いの外真しん剣けんな表情で、顔を上げた新は問い掛かけた。

「……好きな奴やつでも、できたのか？」

「…………え？」

　奈津は目を見開いて、新を見上げた。その表情は、どんな言葉よりも雄ゆう弁べんに、新に真実を告げている。

「……ち、違ちがうよ」

　けれども口に出しては、奈津はそう言った。

「そうか？　ま、いいけどさ……あんまり夢中になって、俺のこと忘れんなよ？」

　新の大きな手が、奈津の頭をぐりぐりと撫なでる。

「髪かみの毛ぐちゃぐちゃになるだろー！」

　奈津がそう言って新の手から逃のがれようとすると、ムキになったかのように新は奈津を抱だきしめてくる。

「暑いって！」

　いつになくじゃれ付いてくる新に、奈津は少しだけ怪け訝げんに思いながらも、笑って逞たくましい腕を軽く叩たたいた。

「やっぱり奈津、少し太ったな。ま、それはいいことだけど」

「そういう計り方すんなよ、もう」

「いいじゃねーか。ちょっとくらい」

「新、何してんの？……あら、なっちゃん」

　そこへ顔をだしたのは、新の母親だった。奈津のことはよく知っていて、可か愛わいがってくれている。

「相変わらずちっちゃくて可愛いのねぇ。あ、そうだそうだ！　今日もうちの豆とう腐ふ美お味いしくできたからさぁ、持って行きなさい！」

「やめろって、母さん！」

　いわゆる母親のおばさんくさい振ふる舞まいに、新は顔を赤らめて止めようとする。しかし、奈津は手を差し出して「いいよ」と新に言った。

　……本当は、以前もらったものは、奈津の母親はいつも手をつけていなかった。無農薬の安心できるもの以外、愛美には食べさせたくないから、そんな商店街のものなんてとても食べられない、と言って。けれども、奈津は中里はきっとそんなことをしないだろうと思った。理由はわからないけれども、それは妙みように確信めいていた。

「お金はちゃんと払はらいますから」

　奈津がそう言うと、おばさんは奈津の細い肩かたを叩いてけらけらと笑って応こたえた。

「何言ってんの！　若い子はそんな遠えん慮りよなんかしちゃダメよ。はい、これ木も綿めん豆腐と、お揚あげと、おからもつけといたから」

「ありがとうございます。すみません」

「いーのいーの！　なっちゃんがいなかったら、うちの子なんてとっくに留年してるんだから」

「一言余計だよ。ったく」

　拗すねたようにそっぽを向く新に、奈津は笑いかけ、おばさんの手からもち手が白く伸のびそうなほど重いビニール袋ぶくろを受け取った。

「これからも仲良くしてやってね」

「はい。……ありがとうございます」

　奈津はもう一度礼を言い、頭を下げると、店を後にした。新に軽く手を振ると、新は母親の横で、照れたような……それでいて真剣な瞳ひとみで、奈津を見つめていた。

　そして、不意に大きく一歩を踏ふみ出すと、強く奈津の腕うでを摑つかんだ。

「…………新？」

「────戻もどって来いよ」

　そう言った新は、熱っぽい眼まな差ざしで、じっと奈津を見つめた。

　こんな新は、見たことがない。奈津は暫しばし呆ぼう然ぜんとして、新を見上げていた。

「……何言ってんだよ、当たり前だろ」

　そう答えた奈津の声は、少しだけ掠かすれていた。

　不器用に笑った奈津につられるように、新もどこか歪いびつな笑顔を返す。

「……そうだよな。悪い」

「いいけどさ。じゃ、……またな」

　名な残ごり惜おしげに新の指が離はなれていく。彼に背を向けて歩き出しても、奈津の腕にはまだ、彼の指の感かん触しよくが熱く残っているようだった。

（……………）

　もどかしいような想おもいが、もやもやと自分の思考の中で交こう錯さくするけれども、それはこの夏の陽ひ射ざしの暑さに邪じや魔まされ、形作ることがどうしても奈津にはできなかった。







　中里のマンションの最も寄より駅に戻った奈津は、携けい帯たい電話を取り出した。

　駅前についたら迎むかえにいくと言われていたのだ。

　登録した電話番号を選せん択たくしたとき、突とつ然ぜんクラクションの騒さわがしい音がして、奈津は顔をあげた。

「……久野田さん」

　そこに愛らしい黄色のミニクーパーに乗った久野田の姿を見つけ、奈津はぱっと破顔した。

「偶ぐう然ぜんですね」

「んー、まぁね。玲一に電話したら、そろそろ奈津が戻ると思うから、駅前まわってみてくれって」

「あ、すみません。お待たせしちゃいました？」

　ぐずぐずしていた自覚がある奈津が、助手席に乗り込みながら慌あわててそう謝ると、久野田は「いいよ」と手を振って笑った。

「そうでもない。玲一は勘かんいいからさ」

　キーをまわすと、軽快な音を立ててエンジンがかかる。器用にシフトチェンジして、久野田は車を走らせていった。

「重そうだね、どうしたの？」

　奈津が膝ひざにかかえたビニール袋に目をやって、久野田が尋たずねる。

「友達の家の豆腐なんです。美味しいですよ」

「そりゃいいな。さすがにこう暑いとちょっとバテてきてるし、さっぱりしたもん喰くいたかった」

「よかった」

　そうは言うものの、久野田はとても夏バテしてるとは奈津には思えない。捲まくり上げたシャツの袖そでから覗のぞく健康そうな太い二の腕を見やって、奈津はくすりと笑った。

「あのさ……玲一の個展の話、きいた？」

　その時、久野田は前を向いたまま、いきなり奈津にそう切り出した。

「ええ。大阪でなんでしたっけ」

「東京でも勿もち論ろんやるけどね。スポンサーが大阪っていうか、京都の人で、一度来いってきかないんだよ。玲一はしぶってるけど、……悪いんだけどさ、奈津くんからも、説得してやってくれないかなぁ」

　久野田は子供にこんなことを頼たのむのは本来不本意なのだがと言いたげに、顔を少しだけしかめると、無造作に切っただけの髪をぐしゃぐしゃと右手でかきまわした。

「玲一にとっては、チャンスだと思うんだよ……あいつ、腕はいいくせに、欲張ったことしなさすぎなんだよ。全く、腹たつ。だからさ……」

　赤信号で停止した隙すきに、久野田はインパネトレーから愛飲のマルボロを手にとると、口に咥くわえて火をつけた。

「……ああ、ごめん。吸ってよかった？」

「大だい丈じよう夫ぶです。……ええと、だから？」

「そう、だからさ」

　久野田はやや窓をあけて紫し煙えんを吐はき出すと、再びハンドルに手をかけた。その表情が苦いのは、何も煙草たばこのせいだけではなかった。

「俺はあいつに、もっと活かつ躍やくさせてやりたいんだよなー……。クライアントの制限つきじゃなくて、もっと好きに描かかせてみたい。そしたら奴やつがどんなもの作るのか、考えただけでわくわくするだろ」

　奈津にも、その気持ちはわかる。長いこと親友で、その作品に触ふれてきた久野田であれば、それは尚なお更さらだろう。

「すみません。俺のせいなんですよね。俺が厄やつ介かいになってるから、中里さん、責任感じて家をあけたくないって言ってるんだから……」

「いや、それもあるけど……君に頼んだのはそのせいだけじゃないよ」

「じゃあ、なんでですか？」

　奈津は久野田の男らしい横顔を、しげしげと見つめた。

「玲一は君が好きだから」

「…………え」

　どうして気づかれたのだろう。奈津は瞬しゆん間かん、息を吞のんでしまった。そんな様子に少し慌てたように、久野田は言い添そえる。

「別におかしな意味じゃないよ。大事なんだよってこと。あいつ、昔っから人嫌ぎらいっていうか……自分の生活とか人格とかに、他人に踏み込まれるのをすごく嫌いやがるんだよ。お袋さんがいなくなってから、特にひどくなってさ」

　懐なつかしむように、久野田の視線がふと遠くなる。その瞳に映っているのは、おそらくは奈津の知らない幼い頃ころの中里なのだろう。

「だけど、俺が言うのもなんだけど、あいつの親おや父じさんも兄貴も冷たい奴でさ。傷ついたあいつを助けるどころか、ほったらかしで……。俺は昔からあいつにまとわりついてたからなんとかこうしていられるけど、その後は殆ほとんど深い友達づきあいなんてしてなかった。でも」

　久野田は奈津を見つめ、柔やわらかく微ほほ笑えむ。心から嬉うれしそうに。

「奈津くんは、違ちがうから。あいつが初めて、自分から動いて、側そばにいてほしいと思ってる人だと思う。どうやってあいつを手なずけたのか気になるところだけどな」

　そう言うと、少しだけ人の悪い笑えみを浮うかべ、久野田は一人で頷うなずいた。奈津はなんとなく気き恥はずかしくて、頰ほおをほんのりと染めて俯うつむく。

「手なずけるなんて……してないです」

「そうなのか？」

　まだにやにやと笑っている久野田に、奈津は正面を向いたまま口を開いた。

「多分……俺も、孤独ひとりだったから」

　それを中里は見み抜ぬいたから。

「家族はいるし、ちゃんと幸せに育ったと思うけど……なんだか、俺はいつもどっかが死んでるみたいで、落ち着かなくて。だけど、今まで誰だれもそんなこと気づかなかったのに、中里さんだけが、……俺のこと、拾ってくれた」

『奈津くんが今そう感じているなら、それでいいんだよ』

　今でも奈津は覚えている。あの時の中里の声も瞳ひとみも。

　クリスタルと翼つばさ。それが彼のイメージだった。奈津を連れ出し、解き放ってくれる存在としての……翼。

　煌きらめくオブジェを、奈津は今もあの中里のマンションの部屋に飾かざっている。あんなことをされて、中里を許せないと思った時も、あれを捨てる気にはなれなかった。

「……そうなんだ」

　久野田の相あい槌づちに、奈津はこくんと頷いた。

「だから、俺、ちゃんと出かけるように言います。……そんなに俺のこと、心配しないでいいからって」

「ありがとう、奈津くん」

　久野田はそう言うと、ぽんぽんと奈津の頭を軽く撫なでた。

　大きく暖かい手のひらは、中里とは違ったけれども、優やさしい、安心できるような手のひらだった。







「おかえり、奈津。久野田、ありがとう。助かった」

「いやいや」

「ただいま」

　中里はふわりと笑うと、奈津をぎゅっと抱だきしめた。いきなりのことに奈津はびっくりして、硬こう直ちよくしてしまった。

「大丈夫だった？　心配した」

　見上げた中里は、少しだけ含ふくみのある眼まな差ざしをしている。

　心配したのは、本当なのだろう。奈津が帰ってくるかどうか。無事かどうか。離はなれていても、彼の心はずっと自分の側にあったのだ。

　中里の匂におい。肌はだの暖かさ。その全部に、奈津は心ここ地ちよさを確かに覚えていた。だけど。

「……大丈夫だよ」

　胸が、きゅうっと締しめ付けられるような気がした。

　苦しい。すごく。

　中里に大切に思われているコトが、くすぐったいような嬉しさじゃなくて、ずっと苦しく思える。

　どうしてかわからないけれども。

「それ、どうしたの？」

　手を放すと、中里は奈津の手にさげられたビニール袋ぶくろを見た。

「あ、帰りに偶ぐう然ぜん新に会って。これ、新の家の豆とう腐ふなんだけど、よかったら使って」

「玲一～、俺冷ひや奴やつこ食べたい」

「はいはい。……丁度ゴーヤあるし、チャンプルーも作ろうか。奈津、手伝ってくれる？」

「うん」

　奈津は頷くと、豆腐を一いつ旦たんキッチンにおき、手を洗いに洗面所へと向かった。

「へー、奈津くん、料理できるようになったんだ」

「最近ね。頭がいいから、飲み込みが早くて助かるよ」

　久野田の言葉に、中里がそう答えると、久野田はダイニングの椅い子すに背もたれを前にして座り、足を子供のようにばたつかせる。

「かー、ラブラブだねぇ」

「ラブラブだよ？」

　包丁を操あやつる手を止めないまま、中里はさらりと答える。

「……ま、ハマった最初ってのはそんなもんだけどな」

　やや呆あきれてそう言った久野田は、中里の次の一言に完全に呆れた。

「え？　別に、一生ラブラブの予定だけど。俺はね」

「……好きにしろ」

「好きにする」

　そりゃあもうね、と、中里はにやりと笑った。

　だが、次の瞬間、少しだけ指先に感じた痛みに顔をしかめ、人差し指を口に含む。

「…………」

「珍めずらしいな、切ったか？」

「ちょっとだけね。……なんか、気になるな」

　中里はそう呟つぶやくと、暫しばし黙だまり込んだ。

「で、あの件なんだけどさぁ……」

「しつこいな。嫌いやだって言ったろ」

「あのなぁ！　これは仕事の話なんだよ。好き嫌きらいで決められる話じゃねぇの！　頭冷やせよ、ったく」

「でも嫌なものは嫌」

　中里はそう言い放つと、切ったばかりのゴーヤに塩を振ふる。そうしながらすぐに豆腐をフライパンで軽く焼いた。

「……あの」

　戻もどってきた奈津が、モノトーンのエプロンを着けながら口を開いた。

「……俺のことなら心配いらないから、行っていいよ」

「ほら、奈津くんだってそう言ってるし！」

「奈津」

　じっと中里は奈津を見つめる。涼すずしげな瞳に正面から射い貫ぬかれながら、奈津は辛かろうじて俯かずにその視線を受け止めた。

「本気で言ってるの？」

　その問いかけと眼差しに、つい本当のことを言いそうになるが、奈津は堪こらえた。

　だって、中里にもっと活かつ躍やくさせたいという久野田の想いは、自分と同じだったから。

「……そうだよ」

　頷うなずいた奈津に、中里は少しだけ目を眇すがめ、それから背を向けて言った。

「この話は後。食事できたし。……奈津」

「何？」

「後でちゃんと、お話ししよ」

「…………わかった」

　結局その日は、久野田と中里が他た愛わいもない話を少ししただけで、奈津は久しぶりに味のしない食事だった。

　帰り際ぎわ、久野田は奈津に心配そうな顔をちらりと見せたが、「いい返事くれよ」とだけ言うと、出て行った。

　後片付けをあらかた済ませてしまうと、中里は奈津をソファに呼んだ。

「おいで。……話そうか」

「…………」

　奈津はやや怯おびえた表情を浮うかべつつ、中里の隣となりに座った。その首に、中里はあのチョーカーをはめる。

　こんなに長い間外していたのは久しぶりだ。奈津はその感かん触しよくに、不思議な困こん惑わくを覚えた。

「それで、どうして俺に行くようになんて勧すすめたの？　久野田に言われた？」

「……そんなんじゃないよ」

「奈津」

　ぐいっとチョーカーを指でひっぱられ、顔を無理矢理あげさせられる。中里の薄うすい瞳ひとみが、すぐ目の前にある。

「本当のことを言いなさい」

　……これは、『主しゆ人じん』の『命令』だった。

「……そりゃ、久野田さんの考えは少し聞いたけど、それだけじゃない。俺が、そう思ったから」

　心臓が、どきどきする。指先が震ふるえてきそうだった。

　奈津の中の奈津が言う。『早ク逃にゲロ』と。

「いいの？　奈津は、俺がいなくても」

　ほんの少し離れただけで、あんなに囚とらわれていることに気づいてしまった。

　だけど、もうじきに、終わる生活なのに。

　中里のもとから自分がいなくなったら……きっと中里は、奈津のことなど少しずつ忘れてしまうのに。

「たった二日三日だろ。一人でくらい過ごせるよ。……別に俺は、中里がいなくたって平気なんだから！」

　怖こわかった。だから奈津はそう叫さけんだ。

　一人でいられなくなることが怖かった。

　今まではずっと一人で、だから寂さびしさも感じることなく耐たえてこられたのに。本当に中里に依い存ぞんしてしまったら、もう、奈津は寂しさにきっと耐えられない。

　それが怖くて。だから、逃げようとした。

「奈津。……それは、本心？」

「噓うそついたってしょうがないだろ。俺は……！」

　言葉を続けようとした唇くちびるは中里に強ごう引いんに塞ふさがれた。黒い髪かみを摑つかみ、中里は奈津を上向かせた。

「いた……っ」

「逃がさない」

　中里はそう言うと、奈津をいきなり肩かたに抱かかえあげた。

　華きや奢しやな奈津など、軽々と彼には持ち上げられてしまう。

「や……やだっ」

　これから起こることを予感し、奈津は怯えた声をあげた。しかし、中里はそれをききいれず、奈津をベッドの上に放ほうり投げる。

「奈津は、本当に馬ば鹿かだ」

「……そんなことないっ」

「馬鹿な子だよ。自分が本当に望んでることもわかってない」

　中里はそう言うと、奈津のシャツを強引に脱ぬがせた。ぶかぶかのＴシャツの下から、あばらの浮いた瘦やせた胸が現れる。

「やだ！　離はなせよっ」

「離さない」

　中里は縄なわを取り出すと、奈津の前に見せつけるようにぶらさげた。奈津の背筋が、ぶるりと震える。

「……な……」

「言っただろ。逃がさないって」

　奈津の身体からだを裏返すと、中里は両手を背中で縛しばり上げた。それから、器用な手つきで、奈津の上半身にも縄をかけていく。

　素す肌はだの上を綿ロープが滑すべる感触に、鳥肌がたつ。がっちりと食い込む縄に、身動きがとれない。

　足は折り曲げた形で、縄がかけられる。中里の前に足を開いたあられもない格好に、奈津は身を捩よじるが、もうどうすることもできなかった。

「……綺き麗れいだよ、奈津」

「や……っ！」

　顎あごを摑まれ、さらに目め隠かくしされる。完全に遮しや断だんされた視界に、奈津はその他の感覚だけが異常に鋭するどくなってしまう。

　肌をそっと撫なでる中里の指先。そんな些さ細さいな戯たわむれにすら、奈津は細い胸を反そらせ、不自由な四し肢しをつっぱらせる。

「解ほどいてあげない。……どこにも、いかせない」

　酷ひどい言葉なのに、その声は甘い。幻げん惑わくされるような睦むつ言ごとに、奈津は眩暈めまいがした。

「この縄は、俺だよ。……奈津のことを強く抱だきしめてる腕うでなんだよ」

　耳元で囁ささやかれ、奈津はぞくぞくしながら、はぁ……と熱っぽい吐と息いきを零こぼした。

　肌に食い込む縄の強さの分、抱きしめられているのだという感覚は、奈津を強くがんじがらめにする。

「ほら……感じてるね、奈津」

　ぴちゃ、と、音を立てて耳みみ朶たぶを舐なめられ、軽く歯を立てられながら、中里の手は奈津自身を撫でた。軽く触ふれただけだというのに、今の奈津には蕩とろけてしまいそうなほどの快楽が、中ちゆう枢すうを熱く刺し激げきする。

　健けな気げに頭を擡もたげつつあったソレは、中里の指におずおずと応こたえるようにますます熱くなっていく。

「奈津はこっちも好きだったよね」

　中里はそう言うと、縄で縛られ、充じゆう血けつしている胸に顔を伏ふせた。張り詰つめていた小こ粒つぶの乳ち首くびを押し潰つぶすように舌で舐なめる。熱く滑ぬめるような感触に、奈津はか細い悲鳴をあげて、息を詰めた。

　身体が覚えている快感を、理性を置いてきぼりにして追い求め、走り始めている。目隠しの下で、奈津は瞳に涙なみだを滲にじませた。

　中里の愛あい撫ぶは容よう赦しやがなく、激しく奈津を追い上げていく。身体中のどこも、もう、中里の指と舌が触れていないところなどない。

　痛いほどの快感に身を捩じらせれば、縄がきつくその存在を知らしめる。

　……離さないのだと、中里の強い力が、奈津を縛り付ける。

「……ぁ……っ」

　奈津は大きく喘あえいだ。中里の舌で自身をしゃぶられ、あられもない声をあげて。

　身体も、心も、曝さらけ出させられる。中里の手によって。

「や……んぅ……っ」

「……恥はずかしい声」

　中里の揶や揄ゆに、奈津はかぁっと頰ほおを赤く染める。震えが止まらない。

「俺はね、奈津のいいところも悪いところも知ってるんだよ。……こんな、恥ずかしい姿だって、奈津のいやらしいところがどうなってるのかだってね」

「ぃや……っ」

「好きだよ。……その全部、愛してるよ。だから、……俺には、何も取り繕つくろったり、意地になったりすることないんだよ、奈津」

「……な……かざと……」

　唇が重ねられ、柔やわらかな感かん触しよくに奈津はうっとりと息をついた。力の抜ぬけた奈津の蕾つぼみに、中里の指がかかる。中里の唾だ液えきと、溢あふれた奈津の先走りに濡ぬれた秘ひ蕾らいの入り口を、中里の指がほぐすように触れると、奈津の素す直なおな場所は、ひくひくと喘いで男を求めていた。

「……もう、指一本ならはいっちゃうね」

　指の先せん端たんだけを潜もぐり込ませ、中里が言う。見えない奈津にはわからないけれども、敏びん感かんになった身体はその状じよう況きようをひどくリアルに奈津の意識に伝えてくる。

　指を潜り込ませたまま、中里の舌先が今度は蕾を責める。指とは違ちがう感触は、正気でいられないほどに奈津の官能を揺ゆさぶり、堅かたく勃たちあがった桃もも色の先端からは、びゅくびゅくと透とう明めいな蜜みつが零れ落ちた。

「あ……ぅ……だ、だめぇ……っ」

「なんで？　何がダメなの？　奈津……」

「や……へん……熱いよぉ……っ」

　全身の火ほ照てりに、奈津の肌には汗あせが浮うかんでいた。

「ダメじゃないよ、奈津。……ほら、なんて言うの？　こういうときは」

　濡れた先端の蜜を舐めとり、中里が問い掛かける。

　快感に霞かすみがかった脳のう裏りで、奈津はその答えを必死に考えた。

「……い、イイの……っすごい、気持ちいい……っ」

「これだけでいいの？」

　中里はそう言うと、奈津の足を抱かかえあげ、腰こしを腿もものあたりに寄せた。そこに指を咥くわえ込ませたまま、軽く中里は奈津の身体を揺らした。揺さぶられる感触と、太ふと股ももにあたる中里の熱さに、奈津の腰が勝手に揺らめいてしまう。きゅうっと窄つぼまった蕾は、指ではないものが欲しいのだと、口よりも雄ゆう弁べんに強請ねだっていた。

「あ……っ」

「どうしたの？　ほら……」

　潤じゆん滑かつ液がたらされ、じゅくじゅくと淫みだらな音を立てて指が奈津の入り口をかきまわす。もう一方の手で、奈津自身を再び弄いじられ、もう限界だった。

「奈津のこれ、可か愛わいい。ずっと弄ってたくなるな」

「やだぁ……も、や……っ」

　いやいやと首を振ふり、奈津は涙声で中里に哀あい願がんした。

「……抱いて……入れて……して…………っ」

　震ふるえる声でそう言うと、チョーカーに指がかけられ、ぐいっと持ち上げられる。

「お願いします、だろ？」

　耳元で囁かれて、奈津は必死に頷うなずき、口を開いた。

「お願い……します……っ」

「……よくできました」

　褒ほう美びのように頰にキスをされ、奈津の肩かたから力が抜ける。その次の瞬しゆん間かん、中里の熱く猛たけったものが、奈津の中一いつ杯ぱいに突つき立てられた。

「あ、あああっ」

　大きくグラインドされ、かきまわされ、奈津の意識が白くなる。

　もう、何がなんだかわからない。

「や……中里……中里ぉっ」

「奈津……」

　中里の声も熱く、奈津を焼いていく。

　熱い剛ごう直ちよくが蕾を抉えぐるように押し広げ、奥まで貫つらぬくたびに、奈津は背筋をしならせ、甘い悲鳴をあげた。

　不意に動きを緩ゆるやかにした中里が、屈かがみ込み、目隠しを外してくれた。突とつ然ぜん開けた視界に戸と惑まどう奈津に、中里は濡れた奈津の目元を拭ぬぐいながら尋たずねる。

「……本当のこと、言えるね？　俺がどこかにいってしまっても、いいの？」

　長い逡しゆん巡じゆんのあと、奈津はようやく、か細い声で問い掛け返した。

「……キライに、ならない……？」

　我わが儘ままを言うことが、怖こわかった。人に嫌きらわれたり、面めん倒どうに思われたくなかったから。

　目を伏せた奈津の顔中にキスをして、中里は答える。

「大好きだよ。……わからない？」

　こんなに奈津が欲しいのに……と、さらに深くまで突き入れられる。

「ひぁんっ」

「ね、だから……ちゃんと、言って」

　中里に促うながされ、ようやく奈津は正直な思いを口にした。

「…………やだよ……寂さびしい………っ、ずっと、側そばにいて……」

　こんな剝むき出しの、我儘な感情を露あらわにするのは、奈津には初めてのことだった。

　涙が後から後から溢れて、止まらない。

　長い間塞せき止められてきた心のなかのものが、一度に流れ出しているみたいだった。

「じゃあ……」

「だけど」

　不自由な身体からだを捩よじり、中里の肌はだに頰をうめて、奈津は言葉を続ける。

「行って欲しいのも、本当なんだ。……中里にとってのチャンスなら、…逃のがして欲しくないから。俺ももっと、中里の描かいたもの……見たいよ」

「────ありがとう、奈津」

　ぎゅうっと抱だきしめられ、奈津は中里を見上げた。

　中里は優やさしい眼まな差ざしで、奈津を慈いつくしむように見つめている。

「それなら、行ってくるよ。少し寂しい思いをさせるけど、我が慢まんできるね？」

　こくんと奈津は頷く。

「必ず奈津のところに帰ってくるよ。……だから、ここで待ってて」

「うん……待ってる……っ」

　再び、ゆっくりと中里が動き始める。奈津は夢うつつに幾いく度ども中里の名前を呼んだ。

　シーツが二人の汗でじっとりと冷たくなる頃ころ、奈津は中里の全すべてを身体で受け止め、意識を手放したのだった。













　それから四日後、あちらでのスケジュールを整えた久野田とともに、中里は出かけていった。

　たった二泊はく三日のこと。奈津はいつも通りに勉強を進めながら、それでも時折ふとこみあげてくる寂しさを感じていた。

　そんな時はいつも、窓辺に蹲うずくまり、あのクリスタルのハトを見つめた。陽ひ射ざしに煌きらめくその輝かがやきを見ていると、心が慰なぐさめられる。そして、思い出すのだ。中里と交かわした言葉や、時間を。

「待っていて」

　そう言われたから、待っている。

　そして、中里はまめに電話もしてくれていた。声をきくだけでも、いい。

「愛してるよ、奈津」

「何言ってんだよ、まわりに人いるんだろ!?」

　電話越ごしの声に、奈津はいつも照れてしまって、そんな返事しかできなかったけれども。本当は、嬉うれしかった。

　中里が帰ってくるのは、今夜。その時まで。時計の針を見つめて、奈津は微ほほ笑えんだ。

　万が一のために、中里はチョーカーを外してしまっていた。奈津はもう、いつでも逃にげられる。

　だけど、逃げようという気はもうなかった。

　どちらにせよ、あと少しで奈津はここを離はなれるのだから。

　留守の中里のかわりに、いくつかきいた注意点を思い出しながら、鉢はち植うえの世話をする。アジアンタムに水をやりながら、奈津は仕方がないこととはいえ、つい「お前はいいな、ずっとここにいられて」と、愚ぐ痴ちめいたことを零こぼしてしまった。

　玄げん関かんのチャイムが鳴ったのは、その時だった。

「はーい」

　ついそう返事をして、奈津は小走りでエントランスに向かう。インターフォンの受話器を取り上げると、奈津は「どちらさまですか？」と尋ねた。

　おそらくは宅配か何かであろうとばかり思っていた。

「奈津？　いるんだよな」

「……新？」

　奈津は驚おどろきに目を見開いた。どうしてここを知っているのだろう。両親に尋ねたのだろうか。そんな疑問が頭の中を駆かけ巡めぐる。

「ちょっと待って。今、開けるから……」

　中里の留守中に客人を勝手にあげていいものかとちらりと思ったが、おそらく暑い中をやってきたのだろう新のことを考えると、にべもなく追い返す気にはなれなかった。ドアを開くと、新は硬かたい表情で、彫ちよう像ぞうのようにその場に立ちつくしていた。

「どうぞ」

　奈津が招き入れると、新はようやく動きだす。奈津の横をすり抜ぬけるとき、新の身体に残っていた熱気が、ふわりと感じられた。……よほど長く、外にいたのかもしれない。浅黒い肌は汗あせに濡ぬれていた。

「今冷たいの淹いれるから。ちょっと、そこにでも座ってろよ」

　新をリビングのソファに案内すると、奈津は冷蔵庫の中の麦茶を用意しにキッチンに戻もどる。細いグラスに注そそいだものの、一杯では物足りないかもしれないと思い、麦茶のプラスチックボトルごと奈津はお盆ぼんで運んだ。

「どうしたんだよ、急に」

　グラスを前にしても、新は動かない。それどころか、先ほどから一言も発しない新に、奈津は怪け訝げんな顔をした。

　こんなのは、新らしくない。

　どうしようもなく感じる違い和わ感に、奈津のほうがなんとなしに居い心ごこ地ちが悪かった。

「……あのさ、どうしてここ、判わかったんだ？」

「調べた。……名前は知ってたから」

「ああ……ごめん、また連れん絡らくしてなくて。でも俺、来週には戻るからさ。そしたら電話しようと思ってて……」

「本当に？」

　きつい新の口調に、奈津は小首を傾かしげる。

「本当に決まってるだろ。何言ってんだよ。ここにいるのは、家族が旅行の間だけで……」

「家族の人は知ってるのかよ」

「……知ってるに決まってるだろ。預けたのは、うちの親なんだから」

　今いま更さら愚ぐにもつかないような問いかけをする新に、奈津は肩かたをすくめて自分も麦茶を飲んだ。その白い腕うでを、いきなり新の大きな手が摑つかむ。

「奈津がどうされてるかってこともか？」

「……どう、って……」

「…………今は、首の外してるんだな」

「！」

　奈津の全身が硬こう直ちよくする。

　信じられない言葉に、息をすることさえも暫しばし忘れてしまった。

「あれから、奈津のこと見てた」

「あれからって……それに、どうやって」

「俺の家に寄った日。……ここのことは、確かに調べもしたけど、本当はあの日、俺、お前のこと尾つけたんだ。……見てるのは簡単だったよ。この近くのマンションの非常階段から、双そう眼がん鏡きようで」

「なんで、そんなこと！」

　親友の卑ひ劣れつな行こう為いに、奈津は半ば悲鳴のように叫さけんだ。

「なぁ、噓うそだろ。噓だって言えよ！」

「奈津は騙だまされてるんだ」

　新の声は、ひどく冷静で落ち着いていた。震ふるえながら逆上する奈津が、まるで一人遠いところにいるように。しかし、その距きよ離りは徐じよ々じよに狭せばめられ、新の顔は奈津のすぐ目の前にあった。明るい色をしていた瞳ひとみは、今はどこか空くう虚きよな闇やみを宿し、奈津は怯おびえて目をそらす。

「あいつに無理矢理閉じ込められて、外部から遮しや断だんされて、お前少しおかしくなってるんだよ。いやらしいこと身体に教えられて、好きだって思い込まされてるだけだ」

「……やだ……」

「奈津は優やさしいし、免めん疫えきがないから、いい玩具おもちやだよ。なぁ、目を覚ませよ。飽あきたら、あいつに捨てられるだけなんだぜ。こんなとこで、あいつの言いなりになる必要なんて、なんにもないんだ」

「言いなりになんて……なってない」

「なってるよ。じゃあどうして、逃げないんだ？　あんなことされるのが、本当は好きなのかよ」

　新の言う『あんなこと』が何をさしているのか。そんなことまで、新は見ていたのか。奈津は真っ赤になって、必死でその腕を振ふり解ほどこうとした。しかし、ひ弱な奈津には、新の力強い腕は解けるはずもなく、まるで正体不明の軟なん体たい動物に絡からみつかれているような、ひどく不快な錯さつ覚かくを奈津は覚えた。

「違ちがう……違うっ！　やめろ！」

　奈津の反はん抗こうが新の闘とう争そう心に火をつけたのか、新は奈津の身体からだを押さえ込み、悠ゆう然ぜんと見下ろした。獲え物ものを捕とらえた肉にく食しよく獣じゆうのような瞳に、奈津は息を吞のむ。

「俺だって、奈津のことずっと好きだった。いつも、我が慢まんしてた」

「聞きたくない！」

「奈津はまだ子供だし、いきなりそんなことして嫌きらわれるのが怖こわかった。……とんだ馬ば鹿かを見たけどな」

　新の手が奈津の首筋に触ふれた。まだ少し汗ばんでいるのは、外の熱気のせいなのか、新の内側の炎ほのおのせいなのか、奈津にはわからなかった。

「俺だって、奈津のこと幸せにできる。……なぁ、目を覚ませよ」

　新の声が、奈津の封ふうじ込めていた内側の声とシンクロする。




『オマエハ間違ッテイルンダ』

『中里ハイツカオマエヲ棄すテル』

『オマエガ幸セニナンカナレルハズナイ』




　奈津の瞳から、涙なみだが溢あふれ出す。

　その涙を舐なめとるように、新の唇くちびるが奈津の目元に触れた。それがきっかけであったかのように、新のキスは奈津の顔中に与あたえられ、そうして唇が重なる。

　若い指先は荒あら々あらしく華きや奢しやな身体を抱だきしめ、そのラインを確かめようとするかのように這はい回った。

　猛たけ々だけしいような接吻くちづけや触れ合いは、新の心の激情をそのまま映し出しているかのようで、一見穏おだやかな口調とは全く違っていた。

「奈津……っ」

　強い抱ほう擁ように、息がつまる。

　けれどもそれは、決して甘美なものではなかった。

　壊こわれた瞳で、奈津は呆ぼう然ぜんと新の指を受け入れていた。抵てい抗こうする気はもうなかった。

　どうにでもなればいい。

　どうせ自分は、新の言う通りきっと間違っていて、いつか中里は自分を棄てるのだろうから。

　新の手が、奈津のシャツを荒々しく取り去る。獣けもののような激しさで、新の歯が奈津の薄うすい胸を嚙かんだ。痛みにすら、奈津の身体は震えることもせず、人形のように横たわったままだ。しかし、新はかまわず、奈津のジーンズに手をかけた。

「……そこまでにしてもらおうか」

　しゅるりと新の首に、ネクタイが巻かれる。そのまま後ろに持ち上げられ、新はひきつった悲鳴をあげた。

「奈津、ただいま」

　苦しげにうめく新とは対照的に、涼すずしげに中里はそう言った。

　その声に、奈津の瞳にぼんやりと焦しよう点てんが合う。

「……中里？」

「くる……し……っ！　放せ……っ！」

　ネクタイに必死に手をかけてもがきながら、新が訴うつたえるが、中里はその手をなかなか緩ゆるめようとはしない。

「人のものに勝手に手をだして、そう簡単に許されると思うなよ」

「だれ……が……てめぇの……もんだって……っ」

「奈津が。覚えとけ。木崎奈津は俺のものだ」

　耳元でそう告げると、唐とう突とつに中里は新を解放した。一気に肺に空気が流れ込み、新は真っ赤な顔で激しくむせ返る。

「よくそんな……コトが言えるな。脅おどして好きにしてたんだろ、どうせ。あんたはそこそこ名の知れた奴やつかもしれないけどな、未成年のしかも男にアレコレしてたこと、俺がバラしたらどうなる？　もう終わりだよな」

　今にも嚙み付きそうな瞳で睨にらみ付ける新に、中里はこともなげに答える。

「別に。好きにすれば？」

「！」

　中里はまだ横たわったままの奈津を抱きしめると、その肩を撫なでて、もう一度名前を呼んだ。優しい声で。

「奈津。ほら、もう俺がいるよ？　大だい丈じよう夫ぶ」

「……中里」

　子供のようにいとけない口調で、奈津はそう言うと、ようやくふるふると細い身体が震えだした。

「怖かった？　ごめんね」

「なんなんだ……あんた……。奈津のこと、こんな風にしといて……っ」

　屈くつ辱じよくに身を震わせながら新が言う。それに、中里は鋭するどい眼まな差ざしで答えた。

「それを言うなら、君はなんなんだ。好きな子をこんなに追い詰つめて、傷ついた顔させて、それでも好きだなんてよく言えるな。そういうのは、愛情じゃない、ただの我わが儘ままなエゴっていうんだよ」

　中里は立ち上がると、新にまっすぐに向かい合う。

「……君は奈津の友達だから、俺も君を嫌いじゃない。ただ、奈津を傷つけるような真ま似ねはもうするな」

　中里はそう言うと、ぞっとするような酷こく薄はくな笑えみを口元に浮うかべた。

「その時は、俺が君を許さない」

「…………」

　新は、奈津を見つめた。

　怯え、まばたき一つできずにいる奈津の姿に、新の胸が締しめ付けられる。

　……こんな顔をさせたかったわけじゃない。それは、本当だった。

「……ごめん」

　新は跪ひざまずくと、奈津に向かってそう言った。俯うつむいて、視線はあわせられなかった。

「お前が幸せそうにしてるのが、口く惜やしかった。……奈津、前はあんな風に、安心して笑った顔なんて、見せてくれなかったもんな。お前をそう変えたのが俺じゃなかったことが、どうしても許せなくて……でも、それもただの、俺のエゴだよな」

「……新……」

「今いま更さら、許してくれないよな」

　力無く笑った新に、奈津はおずおずと身体をおこし、首を横に振った。

「────ごめん、新。俺も、なんにもわかってなかった。お前の気持ち。連れん絡らくもしないで、ほっといて、それでいいって勝手に思ってた……」

　今まで自分は、本当に冷たい人間だったと思う。

　その立場になって、ようやくわかった。電話一本だけでも、安心できて、嬉うれしいと思える気持ち。そんなことすら、奈津は気づいていなかった。

　愛されてなかったんじゃない。自分が、ただ、見えていなかっただけ。甘えて、他人を拒きよ絶ぜつして、置き去りにしていただけ……。

　新だけじゃない、ひょっとしたら家族もそうだったかもしれない。ずっと、居場所なんてないと思ってた。だけど、自分がそれを作ろうとしなかっただけで。素す直なおに心を伝える努力もせずに、ただ、拗すねて閉じこもっていたのは、奈津のほうだった。

「ごめん、ごめんね、新……」

「謝るなよ。……変質者みたいなことしたのは、俺なんだし。ホントに、悪かったと思ってる。奈津を変えたのは……やっぱり認めるのは少し癪しやくだけど……、俺じゃなかったんだな」

「新……」

　立ち上がった新は、照れくさそうに笑った。

　それは、奈津も知っている、新の太陽みたいな笑顔だった。

「……あんたは、奈津を傷つけるなよ」

　中里に向かってそう言った新に、中里は微ほほ笑えんで答えた。

「勿もち論ろん」

　負けたよ、というように肩かたをすくめ、新は踵きびすを返した。その逞たくましい背中に向かって、奈津は言った。

「連絡、するから。……また、遊びにいこうな」

「……了りよう解かい」

　肩越ごしにそう言うと、新は部屋を出て行った。

「いい友達でよかったな」

「……うん」

　頷うなずいた奈津は、まだどこか呆然とした顔で中里を見つめる。

「……帰るの、今日の夜じゃなかったのかよ……」

「会議が終わった時点で、新幹線に乗ってきた。観光だとかなんだとか、興味ないし。……それに、奈津が待ってるんだから、早く帰らなきゃ」

「ゆっくりしてきたって、よかったのに」

「奈津」

　中里の長い指が、奈津の小さな顔を包むと、自分のほうにまっすぐに向かせる。

　中里の眼鏡めがね越しの茶色の瞳ひとみの中に、自分の姿が見える。

　……まるでその中に、囚とらわれてしまったかのように。

「素直に教えて。奈津が思ってること」

　その声は、あくまで優やさしくて。だから奈津は、泣きたくなる。

「……早く帰ってきて欲しかった……」

「うん。……今考えてるのは、それだけじゃないよね？　何を抱かかえてるの？　どうして、そんな目をしてるの、奈津？」

　重ねられる問いかけに、奈津の黒い瞳からぼろぼろと涙なみだが零こぼれだす。

　その涙は、先ほどよりもずっと熱かった。

「……どうして、そんなに俺に優しくするの？　俺、ホントやな奴で、全然人の気持ちなんて考えてなくて、甘えてばっかで……」

「そんなお前が好きなの。……それに今は、前とは違ちがう奈津になってきたでしょ？　それに、俺は、奈津のご主人様なんだから」

「チョーカー、してないのに？……俺、間違ってるのかな。優しくされて、勘かん違いしてるのかな。こんな俺なのに……好きになっていいのかな」

「誰だれがそんなこと言った？」

　いつになく厳しい口調で、中里が尋たずねる。奈津は口くち籠ごもり、それからゆっくりと……口を開いた。

「新だけど……俺も、ホントは、そう思ってる……。いつか、あんたは俺を捨てるかもしれないのにって……」

　俯く奈津に、中里はため息をつく。

　いよいよ呆あきれられたかと、奈津は暗い気持ちになった。

（でも、このほうがいい。いつか来るお別れを怯おびえているより、このほうがずっと……）

　そう思い込もうとしても、涙が勝手に零れてくる。

　その時、中里の額が、こつんと奈津の額にぶつけられた。

「奈津は、賢かしこい子なのに、時々本当に馬ば鹿かになるね」

「…………なんだよ」

「俺は、ご主人様なんだよ。生き物を飼うときは、最後まで面めん倒どうを見るのが当たり前だろ。……俺は、奈津を捨てたりしない。絶対に。そう自分の中で誓ちかった。だから、奈津にあれをあげたんだよ。目印や、ファッションじゃない。俺の中の、誓い。いつまでも、奈津を愛してる。……たとえ奈津に俺が必要じゃなくなる時がきても。いつまでも、死ぬまで」

「……中里……」

「優しくするのは、俺は奈津が幸せそうに笑ってるのを見るのが好きだから。その理由が俺なら、もっと嬉しいから。だけど時々虐いじめるのは、奈津のどんな顔も見たいから。ホントの、噓うそがつけない、飾かざらないところが見たいから。……わかった？」

　中里はそう言うと、奈津を再び強く抱だきしめ、耳元で囁ささやく。

「奈津が俺を必要だと思うように、俺も奈津が必要なんだよ。……ものすごくね」

　胸が、熱い。いや、身体からだ中が、熱かった。

「ね、奈津……好きって、言って？　『好き』だって思う気持ちに、間違いなんてないんだよ。だから、今奈津がそう思ってるなら……俺に、そう言って」

　中里の熱が移っているようで、だけどその熱は、自分の内側からも確かに発しているもの。

　この熱さの名前を、奈津は知っている。

　ずっと自分には関係のないことだと思っていた。まるで遠い国のニュースのように、事実ではあるかもしれないけれども、現実的でなかったこと。

「……好き、大好き」

　奈津は、震ふるえる声でそう告げた。

　この人と、離はなれたくない。この人のものでいたい。しがみつきながら、奈津は強くそう思った。

「……ね、奈津」

　諭さとすように、あやすように、中里は奈津に語りかける。

「奈津にはこの腕うでがあるでしょう？　走ることができる足も、きちんと物事が見える目も、考える頭もある。……自分が欲しいもの、好きなものを見つけたら、もう、ちゃんと自分で取りにいかれるよね？」

「…………」

　その言葉に、奈津はしげしげと自分の身体を見つめた。

　何かを『欲しい』と思い、そして、自分で『動く』こと。

　最初から何もかもを諦あきらめていた自分には、そんなことすら新しん鮮せんだった。

「身体はそのためにあるんだよ。……奈津は、何が欲しい？」

　その答えは、決まっている。

「……中里が、欲しい」

　中里は微笑むと、一いつ旦たん腕うでをほどき、奈津の前から数歩離れたところにまっすぐに立った。

「じゃあ、抱きしめて。……キスして、俺を捕つかまえて」

　奈津は立ち上がると、震える足で一歩を踏ふみ出し……そして、中里に抱きつくと、爪つま先さき立だちでキスをした。

「よくできたね。奈津。……俺は絶対に奈津から離れたりしないけど、奈津も俺を捕まえることができるんだよ」

　中里の言葉に頷きながら、奈津はきつく中里を抱きしめていた。




　この身体は、欲しいものを手に入れるためにあるのだとしたら。

　神様。欲しいのは、この人だけなのです。

　馬鹿だけど。人の気持ちも思いやれない、本当に子供だけど。

　この人が愛いとしいんです。彼の、側そばにいたいんです。ずっと、ずぅっと。

　────そう、奈津は心の中で呟つぶやいていた。




「……奈津」

　耳みみ朶たぶにかかる吐と息いきが熱かった。

　軽く歯をたてられ、湿しめった舌先の感かん触しよくに背筋が震える。

　この人が欲しい。この人の、ものになりたい。

　一度そう自覚した身体は、セーブもきかずに中里の全すべてを求めていた。

「ごめんね、シャワー浴びる間、待てない」

　首筋を舐なめながらそう囁かれ、奈津は頷いた。そんなのは、自分も一いつ緒しよだから。

　今すぐに抱き合いたい。頭の中が、それだけで一いつ杯ぱいになる。

　自分のほうから求めた唇くちびるは、激しい接吻くちづけが与あたえられる。絡からみ合う舌先を強く吸われ、立っていることすら覚おぼ束つかなくなる。息苦しさ以外のもので、心臓がどきどきと煩うるさい。

　奈津が息をつごうと少しだけ唇を離すと、すぐに中里はそれを追いかけて塞ふさいでくる。そんな些さ細さいなことすら、求められているのだと感じて嬉うれしくなった。

　激しいキスからようやく解放されると、中里は奈津を抱えあげ、ベッドまで運んだ。

　そっとシーツに横たえられ、奈津はぐったりと四し肢しを柔やわらかなベッドの上に投げ出した。シャツに手がかけられ、自分で脱ぬごうとすると、「だめ」と止められた。

「させて」

　すでに色っぽい『男』の目をしてそう囁かれ、指先までも甘く痺しびれてしまう。どろりと、身体が蕩とろけていく。けれども怖こわいとは思わなかった。

　目の前にいるのは、自分の最愛の人。誰よりも大切にしてくれる、ご主人様。

　洋服を脱がされ、中里も着ていたスーツを脱ぎさると、裸はだかで二人は抱き合う。直接触ふれ合う肌はだの感触に、うっとりと奈津はため息を零こぼした。

　眼鏡も外し、ベッドサイドに置く。はじめから、自分を魅み了りようしてやまなかった瞳に至近距きよ離りで見つめられ、奈津はそれだけで昂たかまっていく身体を感じていた。こうして見つめられているだけで、身体の芯しんが疼うずくようで、剝むき出しの素す肌はだがどんどん火ほ照てっていく。

「……縛しばったり、しないの？」

　おずおずと尋ねた奈津の唇をそっと人差し指で塞ぎ、中里は答えた。

「今日はしない。……いらないでしょ？　縄なわなんかなくても、奈津は動けないよね？」

　少しだけ悪い微ほほ笑えみを浮うかべてそう言った中里に、奈津は本当に身動きができなくなるような気がした。

　縛られている。心も、身体も、全部。中里という愛しい人に。

「いい？　奈津。この縄は解ほどけないんだよ。目に見えなくても、ちゃんとお前を縛ってるんだから。……それが、俺の心なんだよ」

「……うん」

「一生離さない、奈津……」

　そう囁きながら、中里の唇が奈津の肌に触れる。色づき始めた胸を舌で愛され、奈津は濡ぬれた声をあげる。堅かたくなったその弾だん力りよくを楽しむように舐なめられ、勝手に腰こしが僅わずかに揺ゆれてしまう。

「……奈津はここもすごく好きなんだよね。可か愛わいい」

「ん……っ」

　蕩けるような声の揶や揄ゆに、奈津はますます感じてしまう。抱きしめられて、少し愛あい撫ぶされただけだというのに、もうソコは熱く濡れて、男の手を強請ねだっていた。

　それなのに中里は、わざと焦じらすように太ふと股ももやぎりぎりの足の付け根を愛撫するばかりで、肝かん心じんなところには触れてくれない。切なさに耐たえ切れないように奈津が少しだけ顔をあげて中里を見ると、「どうしたの？」と意地悪く中里は尋ねてくる。

　言わなきゃ、しないよ。……そう、その瞳は雄ゆう弁べんに語っていた。

　恥はずかしさに、奈津の瞳が潤うるむ。けれども、このままでは辛つらすぎるのもわかっていた。

「……あ……中里ぉ……」

「何？」

「────やっ」

　くすりと笑った中里は、自らの唾だ液えきで湿らした指で、奈津の蕾つぼみに触れてくる。

　ぞくぞくとする快感に、奈津の肌が粟あわ立だった。入り口を撫なでられると、蕾はさらに欲しがるようにひくつき、男を無意識に誘さそう。

「……やらしいな。ここも触さわってって言ってる」

「ひぁ……っ」

　潤じゆん滑かつ液のかわりのように、中里の舌がそこに触れた。指とは違ちがう、熱いけれど柔らかな濡れた感触に、奈津の全身に痺れるような快楽が走った。

「あ、や……ん、ぅ……っ！」

　ぴちゃぴちゃと音を立てて舐められ、激しい羞しゆう恥ちと愉ゆ悦えつに心が炙あぶられる。

　中里の舌先は淫みだらな動きをやめず、喘あえぐ蕾をゆっくりと解いていく。挿そう入にゆうされた舌先の動きに、奈津は堪こらえきれないように腰を揺らめかせ、大きく喘いだ。

　屹きつ立りつしたものの先せん端たんからは、触れられてもいないのに、透とう明めいな液がぬるぬると溢あふれだしていた。

「……奈津、こっちだけでイっちゃいそうだね」

　ふぅっと息をかけられ、奈津はびくんと華きや奢しやな身体からだを震わせた。ほんの少しの刺し激げきでも、たまらない。限界まで焦らされ、すでに快感はどこか痛みにすら似ていた。

「……も……おねが……いっ」

　奈津は泣きながら中里に解放を強請ねだる。その顎あごを摑つかんで、中里は奈津を見下ろし、尋ねた。

「ほら、……ちゃんと、何をしてほしいかお願いしなさい」

「……あ、触って……ください……っ」

「どこを？」

　そんなこと言えない、と、きつく目を瞑つぶる奈津に、中里は触れるか触れないかぎりぎりのところに指を這はわせつつ、耳元で囁ささやく。

「……濡れてるいやらしいとこ、触ってください……でしょ？」

「あ……っ」

　微かすかな刺激が、逆にもっともっとと奈津を煽あおり立てる。我が慢まんができなかった。

「……俺の、濡れてる、やらしいとこ……触って、ください……」

　自分で言葉にするとそれはさらに卑ひ猥わいに聞こえ、奈津はまたぼろぼろと涙なみだを零こぼした。

「いいよ……こう？」

　中里の長い指先が、ようやく奈津の震ふるえるソレに絡みつく。すでにぬるぬるになっていた先端の液体を塗ぬり広げるように上下され、奈津は激しい快感に声をあげて身み悶もだえる。

「あ……い、い……だめ、でちゃう……も……うっ」

　シーツを握にぎりしめ、奈津は目くるめくような愉悦に半ば朦もう朧ろうとして叫さけんだ。

「……イけよ、奈津」

　不意に耳元でそう囁かれ、頭の中が真っ白になる。

　次の瞬しゆん間かん、奈津は腹部を白く汚よごしていた。どくどくと激しく脈打つソレはまだ痙けい攣れんを続け、白い欲望を零している。

「あ……中里ぉ……」

　一人だけ先に達してしまったことがなんだか情けないような気がして、奈津は上うわ目め遣づかいで中里を見上げる。その目元に優やさしいキスをしてから、中里は奈津の後頭部を摑むと、ぐいっと自分の下半身に引き寄せた。

「ご奉ほう仕しできる？　奈津」

「……う、うん……」

　すぐ側で見た中里のモノは、すでに逞たくましく天を仰あおいでいる。脈打つソレにそっと手で触れると、中里も同じように熱くなっていることがわかる。

　だけど、こんなことをしたことはないし、上う手まくできる自信など奈津にはまるでない。躊躇ためらう奈津の頰ほおに焦じれたように中里はソレを押し付け、奈津に向かって低く囁くように言った。

「これが、奈津の中に入るんだよ。……もう奈津の身体は、知ってるでしょ？　どんな大きさなのか」

　いやらしい言葉に、奈津の身体が再び熱くなる。奈津は勇気をだして口を開くと、屹立した雄おすを一いつ杯ぱいに口に頰張った。

　裏筋にそって舐なめあげ、くびれた部分に舌を這わせ、ぎこちないながらも奈津は必死で中里を愛撫した。先端の窪くぼみを舐めると、しょっぱいような味が口こう腔こうに広がる。

「そう、上手だよ、奈津……」

　軽く中里に腰を動かされ、奈津は少しだけ咽むせそうになったが、なんとかそれを堪える。

　溢れる唾液に根元まで濡らしつつ、奈津はこれが自分の中に入ることを想像すると、身体の奥がずきんと疼くのを感じた。

「ん……っ」

　見計らったように、中里の悪戯いたずらな指が奈津の乳ち首くびを弄いじる。立ち上がったままのそこから、痺れるような快感が伝わって、奈津はうっかり中里に歯を立ててしまいそうで、苦しげに一いつ旦たん唇くちびるを離はなした。

「よくできたね。……もう、下も欲しいんじゃないの？」

「あ……っ」

　うつ伏ぶせにされ、小さな双そう丘きゆうの間を暴あばかれる。ひくつき、喘ぐ蕾に、奈津の唾液に濡れた中里の剛ごう直ちよくがゆっくりと押し入っていく。

「──────────っ」

　挿入の衝しよう撃げきはやはり辛いけれども、それをやり過ごすと、痛みを超こえる快感が奈津の全身を包んだ。

「あ……ん……っ」

　揺さぶられる度たびに湧わき上がる悦楽に、奈津の意識が侵おかされていく。熱い中里自身に深く貫つらぬかれ、奈津はまた熱く自らの欲望を滾たぎらせ、桃もも色の窪みからは白い涙が溢れて幹を伝い落ちる。

「ぅ……く……ぁ……や、やぁっ」

　ぐいっと上半身を持ち上げられ、中里の上に腰を下ろすような体勢にされる。中里の手が奈津の小ぶりな尻しりを抱かかえると、上下に揺さぶられ、奈津はさらに深く中里を咥くわえ込むことになってしまう。最さい奥おうまで抉えぐる中里の逞しい雄に、奈津は天てん井じよう知らずの快感に怯おびえたように頭かぶりを振ふった。

「あ……や……だめ……だめ……っ」

「なんで？　何がダメなの？」

「だ……って、壊こわれる……っ、おかし、く、なる……っ」

「……壊れちゃえよ」

　背後から中里がそう囁き、さらに突つき上げを激しくする。

「あ、ああぁんっ！」

「壊れても、一生俺が側そばにいるよ……奈津」

「ん……っ」

　その言葉が嬉うれしくて、たまらなくて。

　もう後は、何も考えられなかった。

「なかざと……なかざとぉっ」

　何度も名前を呼び、奈津は全身で中里を感じる幸福に酔よい痴しれた。

　中里が一度果て、そのまま再び奈津を求めて律動する。その動きにあわせ、奈津もいつしか腰こしを揺ゆらめかせ、中里とともに何度目かわからない絶頂を迎むかえる。

　二度目に中里が奈津の内側に吐と精せいする頃ころには、奈津は半ば意識を飛ばしていた。

「奈津……奈津？」

　軽く身体を揺すられ、ようやく奈津の目の焦しよう点てんがあってくる。

「……愛してる」

　いつも間近で愛を囁いてくれる、美しくて、怖こわいくらいに魅み力りよく的な瞳ひとみ。

　この瞳に出会って、そうして、気づいたものがたくさんある。まるで、魔ま法ほうが解けるみたいに。

「……うん。俺も。……中里に、会えてよかった」

　奈津のその言葉に、中里は蕩とろけるように優しい笑えみを零こぼした。

「俺もだよ、奈津。俺を孤こ独どくから救ってくれたのは、奈津だから」

　手の甲こうに落とされた優しいキスに、奈津はくすぐったいような誇ほこらしいような、甘やかな気持ちで、中里を見上げて微ほほ笑えんだ。







「荷物片付いた？」

　中里が顔をだすと、すでに奈津は荷物をまとめ、鞄かばんをしめるところだった。

　今日はとうとう、奈津が帰宅する日だ。

　もうすぐ父親が迎えに来る予定になっている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん」

　中里の問いかけに、奈津は微笑んで答える。

　それは噓うそではなかった。確かに、ここを離れて……中里と離れるのは寂さびしいけれども、家族と会うことも楽しみだった。

　今の自分は、もう、前の自分とは違ちがうから。

　今度は、自分は家の中で、どんな存在になるのだろう。

　きっと前とは違うものになると思う。ただ、それがベストかどうかはわからない。だけど、それならまた、変えていけばいい。

　自分の居場所は、自分で作るのだから。そこを、心ここ地ちよいものにしていけばいい。奈津には、もう自分にはその力があると思えていた。

　……中里が、いるから。彼の瞳がいつも自分を見ていてくれると思うから。

「また、おいで。いつでも」

「うん」

　中里の長い腕うでが奈津を抱だき寄せ、額にキスをする。

　確かに、もう四六時中一いつ緒しよにいることはできない。だけど、逢あいたければ、ここに来ればいい。それをもう、奈津は知っている。

「……やっぱりちょっとは、寂しいけど。平気」

「そうか。よかった」

　微笑んで、中里はまたぎゅっと奈津を強く抱きしめた。

「俺のほうが我が慢まんできなくて、毎日さらいに行くかもね」

「それでもいいよ。……ホントに毎日だと、ちょっと困るかもだけど」

「そう言うなよ。寂しいんだから」

　強請ねだるように軽くキスをされ、くすくすと奈津は笑った。

「だけど、そんな暇ひまあるのか？　中里、これから個展の準備で忙いそがしくなるって久野田さん言ってただろ」

　先日大阪で挨あい拶さつをした仕事は上う手まく進むようで、久野田からのご機き嫌げんな報告は奈津も直接聞いていた。開かい催さいは今年の終わり頃になるかもしれないが、そこそこの規模になるそうで、奈津も楽しみだった。

「仕事はちゃんとするよ。でも、奈津ともいちゃいちゃする」

「いちゃいちゃって……」

　子供のような言い草に、奈津は呆あきれたように苦く笑しようする。そんな奈津に、悪戯いたずらっぽく中里は尋たずねた。

「で、奈津。どうする？　俺のこと、訴うつたえるの？」

　もうとうに忘れているとばかり思っていたことを持ち出され、奈津は顔をしかめる。

「……そんなこと、するわけないだろ」

「ありがとう」

　結局は中里の思い通りになってしまったことが、多少口く惜やしくはあるが、それでもかまわないかと思う程度には、もう今の奈津は中里に惚ほれてしまっていた。

　──本当は、最初から、恋こいしていたのだと思うけども。

　囚とらわれたのは、最初から。あの眼まな差ざしに、奈津はずっと捕つかまっていた。

「そうだ、これ。……持っていって」

　そう言って中里が手て渡わたしたのは、あのチョーカーだった。

　あの日以来、あまりつけなくなっていたのだが、なんだか懐なつかしいような気持ちで、奈津はそれを受け取った。微かすかな鈴すずの音に、恥はずかしいような嬉しいような心地になる。

「俺のものっていう証あかしだからね」

「……うん」

「浮うわ気きしちゃダメだよ？」

「しないってば。馬ば鹿か」

　奈津が笑うと、中里はにやりと口元を歪ゆがめて言う。

「浮気したら、スゴイお仕置きしちゃうからね」

「！」

　真っ赤になった奈津に、中里は楽しそうに追い討うちをかける。

「何想像したの？　奈津」

「なんにもしてないって！　ったくもう、変なことばっかり言うんだから！」

「可か愛わいいから虐いじめたくなるの」

「…………もぉ」

　ぎゅっと奈津を抱きしめ、黒くろ髪かみに頰ほお擦ずりしていた中里は、不意に窓まど際ぎわで輝かがやいているオブジェに気づいた。

「あれ、しまわなくていいの？」

「あ、うん。……中里に、もらって欲しくて」

「でも、これ奈津が大事にしてたんじゃないの？　わざわざ持ってきて飾かざってたんでしょ」

「……うん。いいんだ」

　クリスタルの翼つばさ。本物をもう、自分は手に入れたから。

　微笑んだ奈津に、中里はキラキラと光を反射させるそれを手に、言った。

「嬉しいな。……俺も、いいなと思ったから。なんだか、奈津のイメージだった」

「俺の？」

　中里の言葉は意外で、奈津は目を丸くする。

「綺き麗れいな翼のイメージ。なんとなく、だけどね」

「……それは、俺もだよ」

　自分の心を、こんなに自由にしてくれたのは、中里なのだから。

「一緒だったんだね」

　中里が微笑むのに、奈津はぎゅっと強く抱きついた。

　玄げん関かんのチャイムが鳴る。父親が迎えに来てくれたのだろう。

　なんだか、奈津はわくわくしていた。心臓が、今もリアルに動いているのが判わかる。

　これからの日々が、楽しみだった。




　走り出した奈津のポケットの中で、金色の鈴が、ちりんと軽やかな音を立てた。










恋こいのワナには逆さからえない！








葛かつら城ぎしずか
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